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　「健康づくり」は、まちづくり
　～いつまでも元気にいきいきと暮らそう～
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ラ
ジ
オ
体
操
は
、
日
常
生
活
や
仕
事
で

は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
筋
肉
や
関
節
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し
て
血
行
を
促
進
し
、

か
ら
だ
の
す
べ
て
の
機
能
を
活
性
化
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、何
よ
り
も
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」

が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
構
想
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
様
々
な
分
野
で

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
進
め
、
効
果
を
あ
げ
て
い
く
た

め
「
３
つ
の
ツ
ー
ル
」
を
も
と
に
全
体
的
な
効
果
を
期
待
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
あ
ま
り
体
を
動
か
さ
ず
に
じ
っ
と
し
て
い
た
い
時
期
に
な
り

ま
す
が
、
健
康
の
た
め
に
は
寒
く
て
も
運
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
や
各
地
域
の
催
し
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
づ
く
り
」
は
、
ま
ち
づ
く
り

　
～
い
つ
ま
で
も
元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
そ
う
～

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
を

推
進
す
る
３
つ
の
ツ
ー
ル

①
誰
で
も
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操
を
始

め
ま
し
ょ
う
！

②
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
！

③
毎
月
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
体
操
を

　
　
　

始
め
ま
し
ょ
う

紹介し
ます

　

ま
た
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
誰
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る

手
軽
な
体
操
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
１
つ

目
の
方
法
と
し
て
、
地
域
の
方
々
が
み
ん

な
で
誘
い
合
っ
て
継
続
す
る
こ
と
で
、
お

互
い
の
安
全
確
認
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
深
ま
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
効
果
が
あ
る
「
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
」

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
中
で
み
ん
な
で
集
ま
っ
て

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

～
「
お
は
よ
う
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
事
業
補

助
金
」
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
～

　

同
じ
と
こ
ろ
で
同
じ
時
間
に
み
ん
な
が

集
ま
っ
て
、
一
緒
に
体
操
す
る
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
市
内
に
お
い
て
自
治
会
お
よ
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
25
カ
所
で
ラ
ジ
オ

体
操
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　平成 23年からラジオ体操を続けられてい
る、あかね台自治会長の鈴木郁志さん（右）
と「絆の会」会長の清水さん（左）からお
話をうかがいました。

　清水さんは退職を機に、何かしよう
とラジオ体操を始められ、自治会も途
中から一緒に参加されたそうです。月
曜日から土曜日（祝日以外）の午前 8
時からあかね公園でラジオ体操をされ
ています。この時間帯は、主婦の方も
参加しやすいので、多いときは 40 名
の方が参加されるそうです。

「健康づくりはもちろんのことですが、
親睦・交流の輪、「絆」地域のつながり
を強める効果があります。女性の方は以
前から交流がありますが、男性は働いて
いる間、なかなか地域との交流も少ない
ので、ラジオ体操をとおして仲間づくり
もできます。また、健康ポイントを順調
に貯められて、応募された方も多数おら
れますよ。」と話されました。
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ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
２
つ

目
の
方
法
と
し
て
、
積
極
的
に
健
康
づ
く

り
を
実
施
す
る
方
を
応
援
す
る
た
め
、「
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
率
の
向
上
、
健
康
づ
く
り
の
講
座

や
ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
、

積
極
的
な
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
応

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
脳
い

き
い
き
教
室
」
と
「
健
康
体
操
教
室
」
を

紹
介
し
ま
す
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

　
　

参
加
し
ま
し
ょ
う

ポイント
貯まりま

した

◆
「
脳
い
き
い
き
教
室
」
を
開
催

　
10
月
30
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
事
業
の
「
脳
い
き
い
き
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
楽

し
く
身
体
を
動
か
し
脳
を
活
性
化
し
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
、
講
師
に
横
井
賀
津
志
先
生
（
作

業
療
法
士
）
を
迎
え
全
４
回
行
っ
て
い
ま

す
。

　

先
生
か
ら
、「
３
日
前
の
晩
御
飯
の
内
容

は
覚
え
て
い
ま
す
か
？
」
と
質
問
、
参
加

者
は
何
を
食
べ
た
か
な
？
…
と
考
え
ま
す
。

年
を
と
っ
た
ら
誰
で
も
お
こ
る
物
忘
れ
の

お
話
を
、
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
指
先

を
使
っ
た
脳
い
き
い
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
し
り
と
り

ゲ
ー
ム
を
し
て
脳

を
活
性
化
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
中

で
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
を
50
ポ
イ
ン
ト

貯
め
ら
れ
た
久
保

さ
ん
か
ら
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

○
補
助
金
交
付

【
条
件
】
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ま
た
は
自
治

会
単
位
で
、
週
１
回
以
上
、
年
40
回
以
上
ラ

ジ
オ
体
操
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

【
補
助
金
額
】
年
１
万
円

※
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
ゆ
み

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）

11
月
１
日
の
午
前
７
時
か
ら
、
東
京
中
央
放

送
局
か
ら
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
開
始

現
日
本
郵
政
公
社
簡
易
保
険
局
が
昭
和
天
皇

ご
即
位
の
大
礼
を
記
念
し
て
、「
国
民
保
健
体

操
」
と
い
う
名
称
で
制
定
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

電
波
に
の
っ
て
放
送
開
始

１
９
５
７
年
（
昭
和
32
年
）

テ
レ
ビ
体
操
放
送
開
始

久保 芳子さん
（榛原天満台東3）

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
50

ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
応

募
す
る
と
、
参
加
賞

や
抽
選
で
記
念
品
が

当
た
り
ま
す
♪

次のような生活習慣がある人は、
認知症になりにくいといわれています

　健康ポイント事業のウォーキングや教室
などに、積極的に参加するようにしていま
す。そして、時間のあるときは、できるだ
け歩くように心がけています。
　また、主人と月１回は旅行に出かけたり、
１歳になる双子の孫のところに行くのがと
ても楽しみで、１カ月がすぐに過ぎてしま
います。毎日の食事では、塩分控えめ、食
べる量は腹 8分目を心がけています。
　これからも、「運動する」「出かける」「食
事を気にする」を続けて健康で過ごしたい
と思っています。

　現在、高齢者の 15％は認知症を発症するといわれ
ています。認知症になりにくいポイントを紹介します。
○週に１回は人と出会い交流し、会話をする
○１日 3.2 キロ、または 60分歩く
○週３回は、ややきついと感じる程度の運動をする（で
きれば 4種目以上）
○歌を歌う、楽器を演奏する、演奏やダンスをする
○余裕があれば、奉仕活動をする
○失敗を恐れず新しい物事に挑戦する
○日記をつける、この時「特に～が」や「～と比べる
と～は」などの言葉を用いて自分の印象を添える
○料理する、たまには新しい料理にも挑戦する
○ためになる情報は、わかりやすく人に伝える
○日時の確認をする
○毎日少量の魚を食べる
○たまには、初めての道を通る
○暮らしの中で、必要な計算をする

応
募
期
間
は
平
成
27

年
３
月
10
日
ま
で
で

す
の
で
、
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

【大阪府作業療法士会　認知症予防研究会資料参照】
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　有酸素運動として代表的なものはウォーキング
です。効率よく血行を促進し心身共に疲労回復で
き、スポーツの基礎的体力を形成し、健康維持に
も効果的です。
　1日 20 分または 10 分間を２・3回に分けて
も効果は変わらず、1週間に４・５日、無理をせず、
徐々に頻度を上げて行います。中年の生活体力を
鍛えるためには心拍数が 120拍以下、65歳以上
は 110 拍以下程度を目安に、自分のペースで体
を動かす習慣を身につけることが大切です。歩く
前の心拍数も計っておきましょう。
　胸を張り正しい姿勢、腕を振り歩幅も広く、周
りの風景などを楽しみながら歩くとより効果的で
す。

◆
「
健
康
体
操
教
室
」
を
開
催

　

10
月
27
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
公
民
館
講

座
「
健
康
体
操
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
約
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
６
年

前
か
ら
し
て
い
る
事
業
で
年
間
通
し
て
８
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
南
尾
公
子
さ
ん
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

に
土
肥
桂
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
家

庭
や
日
常
生
活
で
行
え
る
運
動
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

約
30
分
楽
し
い
曲
に
合
わ
せ
て
な
が
ら

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
続
い
て
替
え
歌
を

し
て
の
歌
声
体
操
や
今
月
の
季
節
の
歌
「
ま

り
と
殿
様
」
を
読
ん
で
歌
っ
て
、
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
操
の
動
き
を
考
え
て

披
露
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
輪
に
な
っ
て
ふ

れ
あ
い
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
室
で
は
、
ご
自
宅
で
続
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
資
料
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
南
尾
さ
ん
か
ら
、
冬
の
お
す
す
め
体
操

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
自

宅
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②

③

➍体操の
見本

冬の運動のおすすめは「有酸素運動」！！

[室内で手軽に行える体操 ]
➊深呼吸を繰り返す（鼻から吸って、吐く息

長く）
➋足踏みしながらグッパと拍手の掌運動
➌肩関節を前から、後ろから回しながら肩を

ほぐす運動
➍腕と脚の曲げ伸ばしで背中の筋肉を伸ばす

運動　斜め上にも（左右）
➎左右交互に肘上げ膝上げ
➏アキレス腱伸ばしと膝曲げ脚ぶらぶら脱力
➐深呼吸を繰り返す

　また、ウォーキング以外に、雨の日や寒いとき
には室内で手軽に行える体操も有酸素運動として
理想的です。身体の末端からウォーミングアップ
しましょう。

①

➎体操の見本

①②➡①②➡
①③➡①④

アップ！アップ！オナカシメテ

➡

➡

➡

健康体操教室の様子

④

　回数と時間は好きな曲に合わせるなど、目標心
拍数を考えながら 1日 10分間を２・3回に分け
て行うウォーキングと同じです。好きな歌を歌い
ながら動くとより効果的です。大切なのは、長く
続けることではないでしょうか。
　ラジオ体操も動きのポイントをおさえて意識し
て筋肉を動かすと、健康づくりに役立つ手軽な運
動としておすすめです。

① ②

シズンデ！
ノビテ～
息トメナイデ！

➡
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【うだはつらつ体操】
　市歌「うるわしの里」に合わせて、楽しく身体を動かす
ことができる体操で、足腰の痛みや転倒・骨折予防に特に
効果的です。
【効果】1 番：からだの柔軟性（体の側面、腰、肩関節、背
中のストレッチ）
2番：下肢の筋力強化（股関節、肩関節、
大腿部の筋力トレーニング）
3 番：体のバランス、転倒防止（敏しょ
う性の運動、ステップ運動）
〔うだはつらつ筋力トレーニング〕
　年をとると筋力が弱くなります。運動にはストレッチ、
ウォーキングなどの様々な運動がありますが、筋力を維持
増進することに最も効果的な運動は、筋力トレーニングで
す。下半身や腹筋、背中から殿部にかけての筋力を維持増
進に効果的です。
※うだはつらつタオル体操・筋力トレーニングは、うだチャ
ン11で放映しています。ぜひチャレンジしてみてください。
【放映時間】午前 8時 10分頃～（さわやかストレッチ終了
後）、午後 2時～
※午後 8時 30分～「メタボ撃退エクササイズ」も放映中。

生活スタイルの中でできる体操
　～うだはつらつタオル体操・筋力トレーニング～

問室生福祉保健交流センター（☎ 92・5220/IP ☎ 88・9175）　

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
事
業
の
参
加
者
を

増
や
し
、
効
果
を
高
め
て
い
く
全
般
的
な

啓
発
の
た
め
に
、
３
つ
目
の
方
法
と
し
て

「
毎
月
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
に
関
係
す
る
イ

ベ
ン
ト
」
を
開
催
、
市
全
体
で
ウ
ェ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
を
進
め
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
広

め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
ク
や

健
康
ウ
ォ
ー
ク
、
記
紀
万
葉
ウ
ォ
ー
ク
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

　

に
参
加
し
ま
し
ょ
う

市
立
病
院
医
療
セ
ミ
ナ
ー
・
医
療
講
演

会
、
薬
草
活
用
講
演
会
、
ゆ
う
ゆ
う
祭

り
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
毎
月
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

【
今
後
の
予
定
】

１
月
１
日
：
鳥
見
山
ご
来
光
祭
り

　
（
詳
細
は
、
Ｐ
27
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

２
月
22
日
：
大
和
富
士
登
山
大
会

３
月
８
日
：
宇
陀
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

温水プール・フィットネスをご利用ください

　○アクアグリーン榛原室内温水プール
　プール水は「なぎさ型オーバーフロー方式」
により循環し、珪藻土フィルターろ過浄化シス
テムにより高水質レベルを保持しています。室
内には25ｍプールと子ども用プールがあります。

○アクアグリーン榛原フィットネス・アスレチック

※使用料には、室内備え付け器具の利用を含む。
※アスレチック器具を個人利用する場合（器具
使用料：一式 300円 /1 回）は、アスレチック
ルーム使用料は不要です。
問アクアグリーン榛原
　（☎ 88・2200/IP ☎ 88・9106）

○あきののゆフィットネス
　室内には、エアロバイクやランニングマシン
などが設置されています。　
使用料：1回 500円（入浴料別）
※ご利用際には、運動着・室内用運動靴をご持
参ください。
問あきののゆ

（☎ 83・4126）　

利用区分（個人利用） 使用料（市内）

入場から２時間以内 大人：600円
小人：300円

入場から２時間を超える
場合（１時間につき）
※回数券の場合も同様

大人：300円
小人：150円

回数券 1枚 3,000 円
（3,600 円分利用可）

定期券（1年間） 大人：30,000 円
小人：15,000 円

利用区分 使用料（1時間につき）
フィットネスルーム 1,500 円
アスレチックルーム 1,500 円

　市内には、アクアグリーン榛原とあきののゆの２カ所に室内温水プールとフィットネスがあります。

ア ク ア グ リ ー ン 榛 原 の ア ス レ チ ッ ク ル ー ム
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着
々
と
進
む
　
片
岡
家
文
書
の
調
査
　

■
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　
協
力
の
お
願
い

　

市
で
は
、
新
た
な
公
共
交
通
計
画
策
定
の

参
考
に
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
内
の
公
共
交

通
機
関
で
配
布
、
も
し
く
は
無
作
為
に
抽
出

し
た
方
の
ご
自
宅
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
回
答

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

　

よ
り
良
い
計
画
策
定
の
た
め
、
多
く
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　

大
宇
陀
田
原
の
片
岡
家
住
宅
は
、
大
宇

陀
藤
井
の
笹
岡
家
住
宅
と
と
も
に
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

屋
の
居
室
部
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）、

客
室
部
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
建

造
さ
れ
、表
門
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
片
岡
家
に
は
、
一
万
点
を
超
え

る
ぼ
う
大
な
量
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
世
の
文
書
が
大
部
分
で
す
が
、

村
方
で
は
残
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
中
世

後
期
の
文
書
や
、
近
代
の
文
書
も
見
ら
れ

ま
す
。
当
家
の
近
世
文
書
の
特
長
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
歴
代
の
当
主
が
、

①
近
世
の
ほ
ぼ
全
期
間
を
通
じ
て
、
田

原
村
の
庄
屋
を
さ
れ
て
い
た
た
め
、
各

分
野
の
村
方
文
書
が
長
期
に
わ
た
っ
て

豊
富
に
残
っ
て
い
る
、
②
村
の
庄
屋
だ
け

で
は
な
く
、
郡
山
藩
領
時
代
（
延
宝
七
年

〔
一
六
七
九
〕
ま
で
）
に
は
大
庄
屋
、
幕

府
領
時
代
（
同
年
以
降
）
に
は
年
預
な

ど
も
つ
と
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
田
原

組
村
々
に
関
す
る
文
書
が
ま
と
ま
っ
て

残
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
家
の
文
書
は
、
量
が

多
い
だ
け
で
は
な
く
、
質
の
面
で
も
優

れ
て
お
り
、
か
ね
て
よ
り
研
究
者
に
よ
っ

て
注
目
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、『
大
宇
陀
町
史
』
や
『
新
訂
大
宇

陀
町
史
』
の
編
さ
ん
時
に
も
調
査
さ
れ
、

後
者
に
際
し
て
は
文
書
目
録
（
リ
ス
ト
）

の
作
成
も
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

量
が
ぼ
う
大
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
全

て
の
文
書
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

片
岡
家
に
伝
わ
る
全
文
書
の
目
録
を

作
成
す
る
と
い
う
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う

な
作
業
に
挑
ま
れ
た
の
は
、
現
当
主
の

彦
左
衛
門
さ
ん
で
し
た
。「
我
が
家
に
伝

わ
っ
て
き
た
文
書
を
、
き
ち
ん
と
し
た
形

で
子
孫
に
継
ぎ
送
り
た
い
」
と
い
う
強

い
思
い
を
抱
い
て
、
80
歳
を
超
え
て
か
ら

こ
の
作
業
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
片
岡
さ
ん
は
、
ぼ
う
大
な
量

の
文
書
を
分
類
・
整
理
し
て
、
各
文
書
の

作
成
年
度
や
文
書
名
・
形
態
な
ど
を
ノ
ー

ト
に
記
入
し
て
い
く
と
い
う
作
業
を
根

気
強
く
続
け
ら
れ
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

数
年
に
し
て
、
ほ
ぼ
全
文
書
の
目
録
作
成

を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
片
岡
さ
ん
の
熱
意
が
、
市
や

県
当
局
を
動
か
す
に
至
り
、
国
・
県
の
補

助
金
を
受
け
、
平
成
24
年
度
か
ら
四
か
年

計
画
で
、
片
岡
家
文
書
の
本
格
的
調
査

が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

10
月
29
日
、（
社
）
宇
陀
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
行
し
て
い
る
「
ら
く
ら
く
バ
ス
」

に
新
し
い
車
両
が
入
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
主
な
内
容
は
、
当
家
の
全
て

の
文
書
を
対
象
と
し
て
、
よ
り
詳
細
な
目

録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
写
真
撮
影
を

行
い
、
最
終
年
度
に
全
目
録
を
収
載
し
た

調
査
報
告
書
を
刊
行
す
る
、
と
い
う
も
の

で
、
初
年
度
に
「
片
岡
家
文
書
調
査
指
導

委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
作

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。　

　
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
今
年
で

3
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
員
の
髙
橋

光
代
さ
ん
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
作
業
は

ス
ム
ー
ス
に
進
み
、
現
時
点
で
は
、
全

体
の
約
9
割
の
調
書
の
作
成
と
写
真
撮

影
を
終
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

調
書
の
作
成
は
、
片
岡
さ
ん
が
ノ
ー
ト
に

記
入
さ
れ
て
い
た
各
文
書
に
つ
い
て
の

記
載
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
れ
に
項
目
を

追
加
す
る
形
で
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で

順
調
に
作
業
を
進
め
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
片
岡
さ
ん
の
お
か
げ
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
協
力
し
て
さ
ら
に

作
業
を
進
め
、
充
実
し
た
内
容
の
調
査
報

告
書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
片
岡
家
文
書
調
査
指
導
委
員
会
委
員
長

　
　
天
理
大
学
文
学
部
教
授　
谷
山
正
道
）

問
文
化
財
課

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

■
ら
く
ら
く
バ
ス
が
新
車
両
で
運
行

宇
陀
市
公
共
交
通
か
ら
の

お
知
ら
せ

「らくらくバス」は、これまで菟田野地域で
運行していましたが、奈良交通（株）の路線
バス（菟田野～大宇陀間）廃止に伴う代替え
として、10 月１日から大宇陀地域でも運行
しています。詳しくは、市ホームページか広
報うだ 10 月号Ｐ９をご覧ください。

国重要文化財　片岡家住宅（大宇陀田原）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

う
だ
ぢ
か
ら

子
育
て
・
保
健

ま
ち
の
わ
だ
い

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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特別会計名 予算現額（9 月末現在） 収入済額 支出済額
住宅新築資金等貸付事業 3 億 9,480 万 8 千円 1,556 万 1 千円（3.9％） 3 億 7,523 万 7 千円（95.0％）
霊苑事業 1,524 万 9 千円 983 万円（64.5％） 552 万 6 千円（36.2％）
国民健康保険事業（事業勘定） 43 億 6,100 万円 15 億 7,469 万 7 千円（36.1％） 19 億 8,435 万 9 千円（45.5％）
国民健康保険事業（診療施設勘定） 1 億 5,608 万 9 千円 3,475 万 4 千円（22.3％） 6,536 万 7 千円（41.9％）
介護保険事業 37 億 7,100 万円 14 億 953 万 9 千円（37.4％） 15 億 959 万 4 千円（40.0％）
簡易水道事業 7 億 8,851 万 3 千円 1 億 1,702 万円（14.8％） 2 億 2,773 万 4 千円（28.9％）
下水道事業 10 億 712 万 7 千円 1 億 3,590 万円（13.5％） 4 億 4,752 万 5 千円（44.4％）
土地取得事業 1 億 600 万円 5,316 万 7 千円（50.2％） 5,316 万 7 千円（50.2％）
後期高齢者医療事業 4 億 3,200 万円 1 億 3,262 万 6 千円（30.7％） 1 億 3,603 万 4 千円（31.5％）

合計 110 億 3,178 万 6 千円 34 億 8,309 万 4 千円（31.6％） 48 億 454 万 3 千円（43.6％）

収益 2 億 3,495 万 3 千円
営業収益 1 億 7,876 万 5 千円
給水収益 1 億 7,824 万 3 千円

その他 52 万 2 千円
営業外収益 5,618 万 8 千円

収益 14 億 7,055 万 6 千円
医業収益 12 億 4,665 万 5 千円

入院収益 7 億 5,116 万 1 千円
外来収益 4 億 4,070 万 4 千円
その他 5,479 万円

医業外収益 2 億 2,390 万 1 千円

費用 2 億 5,699 万 8 千円
営業費用 ２億 3,248 万 6 千円

給与費 7,305 万円
県水受水費 2,950 万 2 千円
減価償却費 1 億 615 万 6 千円
その他 2,377 万 8 千円

営業外費用 1,250 万 4 千円
特別損失 1,200 万 8 千円

費用 19 億 3,038 万 9 千円
医業費用 14 億 6,645 万 2 千円

給与費 8 億 3,220 万 2 千円
材料費 2 億 851 万円
経　費 2 億 946 万 4 千円

減価償却費 2 億 1,271 万円
研究研修費 356 万 6 千円

医業外費用 3,357 万 6 千円
特別損失 4 億 3,036 万 1 千円

収益 2 億 4,763 万 4 千円
施設運営
事業収益 ２億 4,178 万 9 千円

介護報酬収益 ２億 1,109 万 9 千円
施設利用料収益 3,037 万 6 千円

その他 31 万 4 千円
施設運営

事業外収益 584 万 5 千円

収益  2,138 万 4 千円
営業外収益  2,138 万 4 千円

一般会計補助金  2,000 万円
受取利息

及び配当金 2 千円

雑収益 91 万 8 千円
特別利益 46 万 4 千円

費用 2 億 8,351 万 8 千円
施設運営事業費用 ２億 3,655 万 3 千円

給与費 1 億 4,549 万 9 千円
材料費 2,029 万 4 千円
経　費 4,053 万円

減価償却費など 3,023 万円
施設運営事業外費用 631 万７千円

特別損失 4,064 万 8 千円

費用  1,998 万 4 千円
営業費用  1,898 万 8 千円
減価償却費  1,898 万 8 千円

営業外費用  99 万 6 千円
支払利息等  99 万 6 千円
雑支出 0 円

10

予 備 費

公 債 費

災害復旧費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

その他交付金等

県支出金

国庫支出金

市  債

地方交付税

その他自主財源

繰 越 金

市  税27億9,291万4千円
（16億7,386万9千円・59.9％）

6億8,491万8千円
（10億7,857万9千円・157.5％）

21億7,733万5千円
（6億682万8千円・27.9％）

8億2,644万2千円
（2億7,504万9千円・33.3％）

1億5,617万円
（8,045万7千円・51.5％）

15億6万1千円
（3億8,367万4千円・25.6％）

27億6,910万円
（0円・0.0％）

15億2,244万円
（5億9,162万5千円・38.9％）

7億5,791万3千円
（2億9,134万1千円・38.4％）

9億3,870万円
（1億467万7千円・11.2％）

87億円
（58億8,054万8千円・67.6％）

22億5,435万2千円
（7億12万1千円・31.1％）

47億7,266万7千円（17億444万4千円・35.7％）

3億7,087万5千円
（1億1,149万2千円・30.1％）

6億181万7千円 
（1億1,496万円・19.1％）

34億1,483万2千円
（16億4,730万8千円・48.2％）

1億8,260万円
（1,277万7千円・7.0％）

29億8,294万5千円
（9億6,441万円・32.3％）

20億1,468万1千円
（8億2,505万7千円・41.0％）

2,791万6千円（0円・0.0％）

00 50403020100 20406080

歳 入　収入済額　１００億４１８万４千円 （５０．７％） 歳 出　支出済額　70億4,303万2千円 （35.7％）

（億円） （億円）
予算額 執行済額　%は予算に対する執行率

平
成
26
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）

予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

宇
陀
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
市
の

財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
（
☎
82
・
１
３
０
５
／
IP
☎
88
・
９
０
７
１
）市 立 病 院 事 業

介護老人保健施設事業

水 道 事 業

美 榛 苑 事 業

特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計の歳入・歳出と区別して経理するために条例に
より設置している会計です。

企業会計は、民間企業のように利用料金などの収益で運営している会計で、市では水道局・市
立病院・さんとぴあ榛原・美榛苑を企業運営しています。

一般会計は、福祉や教育、公共事業など市の事業の大部分をまかなう会計です。平成 26年度
一般会計予算は、４月に市長選挙を控えていたことから、当初に 167億 4,000 万円

の骨格予算を計上し、前年度からの繰越予算や市長の政策を盛り込んだ肉付け予算などの上半期の補正予
算を合わせると 9 月末現在の予算現額は 197 億 2,433 万 9 千円となっており、上半期での執行状況は次
のとおりとなっています。
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区　分 職員数
(人) A

給　　　与　　　費　（千円） 一人当たり給与費
（千円）B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B 対前年比較

H23 年度 432 1,767,840 271,582 678,438 2,717,860 ― 6,291
H24 年度 413 1,692,303 245,890 645,864 2,584,057 △ 133,803 6,257
H25 年度 387 1,547,513 239,013 586,794 2,373,320 △ 210,737 6,133

部　　　　　局
職　員　数 対前年

増減数
対前々年
増減数H24 年 H25 年 H26 年

(1)　市長の事務部局の職員 553 525 500 △ 25 △ 53
ア　一般事務部局の職員 363 346 320 △ 26 △ 43
　（内訳）　本庁 338 323 298 △ 25 △ 40
　　　　　大宇陀地域事務所 10 8 8 0 △ 2
     　       菟田野地域事務所 7 7 7 0 0
   　         室生地域事務所 8 8 7 △ 1 △ 1
イ　宇陀市立病院の職員 190 179 180 1 △ 10
ウ　保養センター美榛苑の職員 0 0 0 0 0

(2)　議会事務局の職員 5 5 4 △ 1 △ 1
(3)　市営水道の事務部局の職員 21 20 19 △ 1 △ 2
(4)　介護老人保健施設
　　　さんとぴあ榛原の職員 38 36 36 0 △ 2

(5)　教育委員会の事務部局の職員 91 87 87 0 △ 4
合　　計 (1)+(2)+(3)+(4)+(5) 708 673 646 △ 27 △ 62

区　分 職員数 ( 人 )
20 歳未満 0 

20 ～ 23 歳 4 
24 ～ 27 歳 19 
28 ～ 31 歳 31 
32 ～ 35 歳 33 
36 ～ 39 歳 55 
40 ～ 43 歳 121 
44 ～ 47 歳 93 
48 ～ 51 歳 90 
52 ～ 55 歳 138 
56 ～ 59 歳 61 
60 歳以上 1 

計 646

市職員の給与と職員数など、 
人事行政の運営状況をお知らせします

　市では、厳しい財政事情に対応するため、宇陀市行政改革大綱に基づき平成 19年 4月から職員（医師
を除く）の給料減額を実施しています。国においては平成 24～ 25年度の２年間、東日本大震災への対
応のため歳出削減が不可欠であったことから、国家公務員が給料減額の措置を行っており、これに伴い、
国に準じた措置を講じるよう要請を受け、市においても平成 25年 7月～ 26年 3月末まで特例的に 2.5％
から平均 7.8％へ給与の減額を実施し、職員給与費として約 1億 3千万円の削減を行いました。
　今後も行政サービスを低下させることなく、財政事情を勘案しながら定員管理と給与制度の適正化に努
めていきます。� 問人事課（☎ 82・1303/IP ☎ 88・9069）

職員数の状況
 ■部局別職員数の状況と増減数  ■年齢別職員構成

（各年 4月 1日現在） （平成 26年 4月 1日現在）

※�平成24年4月から市長の事務部局に子ども支援課を新設し、教育委員会の事務部局で行ってきた保育所業務などを子ども支
援課へ所管替えを行いました。

人件費などの決算状況
 ■職員給与費の状況　（普通会計決算）

※普通会計とは、市の全部の会計から公営企業などの特別会計（病院、水道、介護老人保健施設、下水道など）を除いたものです。

区　分 住民基本台帳
人口（人）

歳出額（千円） 
A

実質収支
（千円）

人件費（千円） 
B

人件費率 
B/A（％）

人件費対前年
比較（千円）

H23 年度 34,528 18,406,141 865,449 4,037,045 21.9 ―
H24 年度 33,885 18,377,984 634,551 3,964,712 21.6 △ 72,333
H25 年度 33,248 18,916,648 684,972 3,785,347 20.0 △ 179,365

 ■人件費の状況　（普通会計決算）

※人件費には、職員給与のほか、議員・委員等報酬、特別職給料、市町村職員共済組合負担金などを含みます。

職員数は、各年
４月１日現在にお
ける普通会計に属
する職員数

住民基本台帳人
口は、各年度翌年
の 3 月 31 日現在
の人口
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区　　　分
初任給（円） 宇陀市：経験年数別給料月額　（円）

宇陀市 国 5 ～ 10 年未満 10 ～ 15 年未満 15 ～ 20 年未満

一般行政職 大学卒 174,330 172,200 229,500 272,300 327,000 
高校卒 140,888 140,100 － 246,900 300,800 

技能労務職 高校卒 140,888 － 179,600 － 322,000 

区　分 期末手当 勤勉手当 1 人当たり
平均支給額

宇陀市 2.60 月分 1.35 月分 1,516 千円
国 2.60 月分 1.35 月分 －

手当の名称 支給実績
（千円）

1 人当たり
平均支給額
（千円）

地域手当 49,328 118
特殊勤務手当 2,535 27
時間外勤務手当 61,290 182
扶養手当 51,514 215
住居手当 15,418 86
通勤手当 24,208 78
管理職手当 30,922 381

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 21.62 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 30.82 月分 38.955 月分
勤続 35 年 43.70 月分 55.86 月分
最高限度 52.44 月分 55.86 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2％～ 20％）

1 人当たり平均支給額 1,337 千円 21,741 千円

区　　分 給料・報酬月額（円） 期末手当 勤勉手当 退職手当（算定方法）

給料
市　長 574,000（820,000）

2.95 月分 －
給料月額×勤続年数× 520 ／ 100

副市長 544,000（680,000） 給料月額×勤続年数× 330 ／ 100
教育長 456,000（570,000） 2.60 月分 1.35 月分 給料月額×勤続年数× 240 ／ 100

報酬
議　長 430,000 

2.95 月分 － －副議長 360,000 
議　員 330,000 

処分の種類 処分者数（人） 処分の種類 処分者数（人）
分
限
処
分

降　任 ― 懲
戒
処
分

戒　告 ―
免　職 ― 減　給 ―
休　職 26 停　職 1
降　給 ― 免　職 ―

区　　分 件数
勤務条件に関する措置の要求 0
不利益処分に関する不服申立て 0

職員給与などの状況
 ■職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　（平成 26年 4月 1日現在）

 ■特別職の報酬などの状況　（平成 25年度分）

 ■期末・勤勉手当の状況　（平成 25年度分）

※経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され引き続き勤務している年数です。

 ■その他の手当の状況　
　　　　　　　（平成25年度　普通会計決算）

 ■退職手当の状況　（平成26年3月31日現在）

○市では、平成 22年 7月から市長は給料月額の 30％、副市長および教育長は 20％の減額措置を実施し
ています。（　）は、給料減額前の額です。

分限・懲戒処分、公平委員会への措置要求、不服申立

※地域手当とは、民間賃金の高い地域との給与水準の調整を図
るため従前の調整手当に替えて支給する手当をいいます。
※特殊勤務手当とは、著しく不快、不健康または困難な勤務に
対して給与上の特別な考慮を行うため、その勤務の特殊性に
応じて支給する手当をいいます。

 ■分限処分と懲戒処分　（平成 25年度）

 ■公平委員会の状況　（平成 25年度）

※分限処分とは、心身の故障等により職務を果たせない
場合に公務能率を維持するための処分をいいます。
※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非行が
あった場合に行う処分をいいます。

※職員は、給与など勤務条件に関し、公平委員会に対し、市の当局より適
当な措置をとられるよう要求することができます。また、懲戒処分など
不利益な処分を受けたときは、公平委員会に対し不服申立てをすること
ができます。

市職員の給与は、「宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例」のほか、関係条例・規則等の規定に基づき
支給しています。また、市職員の給与・定員管理等の詳しい内容については、市のホームページで来年 3
月頃公表する予定です。
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議会だより
　
予 

算 

関 

係

　
平
成
26
年
度
補
正
予
算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
食
の
６
次
産
業
化
実
現
の
た

め
、
国
の
地
域
経
済
循
環
型
創
造

事
業
を
受
け
て
薬
草
・
健
康
野
菜

の
加
工
と
薬
草
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

に
、
５
，
０
０
０
千
円
、
平
成
28

年
１
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
社

会
保
障
・
税
番
号
シ
ス
テ
ム
制

度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
導
入

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
に

４
２
，
４
３
２
千
円
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
在
宅
医
療

の
推
進
に
向
け
て
、「（
仮
称
）
地

域
包
括
ケ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
」
開

設
・
改
修
工
事
に
１
０
，
７
３
２
千

円
、
国
の
美
し
い
森
林
づ
く
り
基

盤
整
備
交
付
金
事
業
を
受
け
て
間

伐
・
作
業
道
な
ど
森
林
整
備
に

１
０
，
８
２
５
千
円
、
地
域
防
災

の
強
化
の
た
め
水
冷
式
可
搬
消

防
ポ
ン
プ
購
入
に
７
，
７
７
６
千

円
、
菟
田
野
中
学
校
大
規
模
改

修
工
事
設
計
管
理
業
務
に
１
０
，

２
５
０
千
円
、
高
校
総
体
を
始
め

と
す
る
県
東
部
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

拠
点
お
よ
び
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
総
合
体
育
館
改
修
工

事
に
１
３
１
，
０
０
０
千
円
、
台

風
11
号
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
に

８
８
，
８
０
０
千
円
な
ど
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
８
６
，
３
７
６
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳

出
予
算
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
８
，

３
７
３
，
３
７
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
宇
陀
市
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
資
本
的
支

出
と
し
て
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
お
よ
び
介
護
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
シ
ャ
ワ
ー
式
の
入
浴

装
置
を
新
た
に
導
入
す
る
費
用
４
，

２
０
０
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
補
正
後
の
資

本
的
支
出
の
予
定
額
は
５
６
，

２
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
決
算　

■
決
算
審
査
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
な
ど
の
決
算
認
定
の
審

議
を
行
う
た
め
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
９
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
て
審
議
し
ま
し
た
。

９
月
26
日
の
本
議
会
で
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
委
員
長
に
よ
る
審

査
結
果
の
報
告
の
後
、
以
下
の
と

お
り
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
水
道
事
業
特
別
会
計
利
益
処
分

及
び
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
宇
陀
広
域
消
防
組
合
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
人 

事 

関 

係

　

欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

■
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　
豊
田 

誠
康 

氏
（
菟
田
野
宇
賀
志
）

　

条
例
制
定
な
ど

■
宇
陀
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

自
治
体
か
ら
認
可
等
受
け
た
施

設
・
事
業
者
の
中
で
、
教
育
・
保

育
給
付
の
対
象
と
な
る
施
設
・
事

業
者
を
「
確
認
」
す
る
た
め
の
基

準
と
な
る
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

■
宇
陀
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保

育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業

お
よ
び
事
業
所
内
保
育
事
業
を「
認

可
」
す
る
際
の
基
準
と
な
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

■
宇
陀
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
踏

ま
え
、
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

■
宇
陀
市
立
こ
ど
も
園
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
と
保
育
所
そ
れ
ぞ
れ
の

認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
設
置
で
き

な
い
な
ど
二
重
行
政
の
問
題
を
解

消
し
、
単
一
の
施
設
と
し
て
の
こ

ど
も
園
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る

教
育
・
保
育
お
よ
び
子
育
て
の
支

援
を
総
合
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、

こ
ど
も
園
の
設
置
条
例
を
定
め
ま

し
た
。
ま
た
、
関
連
す
る
人
事
な

ど
の
既
存
条
例
の
一
部
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

【
新
施
設
名
称
（
所
在
地
）・
定
員
】

○
宇
陀
市
立
大
宇
陀
こ
ど
も
園

　
（
大
宇
陀
拾
生
８
０
６
番
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
０
人

○
宇
陀
市
立
室
生
こ
ど
も
園

　
（
室
生
三
本
松
１
２
８
４
番
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
５
人

審
議
し
た
案
件
と
主
な
内
容

第
３
回
定
例
会

　
平
成
26
年
第
3
回
定
例
会
は
、
9

月
5
日
か
ら
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度

の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定

お
よ
び
一
部
改
正
、
平
成
25
年
度
の

各
会
計
決
算
審
査
認
定
、
道
路
線
の

認
定
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
提
出

さ
れ
た
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
主
な
審
議
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。



議
会
だ
よ
り

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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議会だより
■
宇
陀
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
か
ら

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
」
へ
改
称
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
　
の
　
他

■
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

次
の
路
線
に
つ
い
て
、
道
路
認

定
し
ま
し
た
。

○
市
道
城
山
線

　

大
宇
陀
地
区
内
に
あ
る
史
跡
宇

陀
松
山
城
跡
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
。

大
宇
陀
出
新
１
３
９
０
番
先
か
ら
、

大
宇
陀
拾
生
１
６
５
５
番
先
を
起
・

終
点
と
す
る
道
路
幅
員
４
ｍ
、
道

路
延
長
５
６
７
．
６
ｍ

■�

桜
井
宇
陀
広
域
連
合
規
約
に
つ

い
て

　

桜
井
宇
陀
広
域
連
合
の
事
務
所

移
転
に
伴
い
、
規
約
の
第
６
条
中

「
倉
橋
２
１
１
６
番
地
の
２
」を「
初

瀬
１
６
２
６
番
地
の
1
」
に
改
め

ま
し
た
。

　
一�

般�

質�

問

　

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答

の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ�

学
校
給
食
に
つ
い
て

Ａ
平
成
25
年
度
に
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
産
物
、
食
料
品
な

ど
を
給
食
食
材
と
し
て
使
用
し
た
の

は
、
農
産
物
17
品
目
・
食
料
品
４
品

目
で
、
同
年
度
決
算
額
を
基
に
率
に

す
る
と
食
料
費
全
体
の
2.4
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
産
の

使
用
状
況
で
は
、
主
食
の
米
や
農
産

物
で
食
料
費
全
体
の
１
５
．
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
産
地
消
を
学
校
給
食
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
旬
の
食
べ
物
を
新
鮮

で
栄
養
価
値
も
高
く
食
べ
ら
れ
、
ま

た
食
文
化
を
通
し
て
地
域
へ
の
愛
着

や
理
解
に
つ
な
が
り
、
生
産
者
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
る
な
ど

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
学
校
給

食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
拡
大
、
充

実
に
当
た
っ
て
は
、食
の
安
全
、経
路・

量
な
ど
の
流
通
、
コ
ス
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
土
砂
災
害
防
止
体
制
の
確
立

に
つ
い
て

Ａ
土
砂
災
害
防
止
体
制
に
つ
い

て
は
、
宇
陀
市
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
、
警
戒
区
域
ご
と
に

警
戒
避
難
体
制
に
関
す
る
事
項
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
宇

陀
市
防
災
計
画
は
、
平
成
20
年
度

に
作
成
し
た
も
の
で
、
現
在
、
紀

伊
半
島
大
水
害
お
よ
び
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
経
験
・
教
訓
を
踏
ま

え
、
市
の
現
状
を
反
映
さ
せ
る
計

画
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
完
成
す
る
ま
で
に
は

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
本
年

８
月
に
発
生
し
た
台
風
11
号
に
よ

る
被
害
発
生
、
ま
た
広
島
県
で
発

生
し
た
大
規
模
な
土
砂
災
害
の
発

生
を
受
け
て
、
宇
陀
市
防
災
対
応

基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
緊
急
に
作
成

し
、
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
に
関
し
て
は
、
浸
水
想

定
区
域
と
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
の
情
報
を
同
時
に
掲
載
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る

他
の
自
治
体
の
マ
ッ
プ
も
参
考
に

作
成
・
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。Ｑ

国
道
１
６
５
号
線
の
地
域
高

規
格
道
路
化
を
め
ざ
し
て

Ａ
名
阪
国
道
の
迂
回
路
と
し
て

の
役
割
を
担
う
、
宇
陀
市

と
名
張
市
間
の
国
道
１
６
５
号
線

の
高
規
格
化
に
つ
い
て
は
、
国
が

主
体
的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
、

名
張
市
や
議
会
と
連
携
し
、
市
の

活
性
化
や
安
心
・
安
全
に
つ
な
が

る
要
望
活
動
を
継
続
し
、
道
路
整

備
を
着
実
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
福
祉
関
係
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
お
よ
び
改
善
に
つ
い
て

Ａ
奈
良
県
で
は
、
精
神
障
害
者

の
入
院
ま
た
通
院
に
係
る

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す

る
制
度
を
今
年
10
月
か
ら
実
施
し
、

対
象
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
１
級
と
２
級
の
保
持
者
と
す

る
と
こ
と
を
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
従
来
よ
り
精
神
障
害

者
の
医
療
費
助
成
拡
充
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、

今
回
県
の
制
度
が
で
き
た
こ
と
で
、

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
が
重

度
障
害
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
精
神
障
害

者
の
重
度
に
当
た
る
１
級
を
そ
の

対
象
と
し
、
実
施
時
期
は
来
年
４

月
を
め
ざ
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
制
度
に

つ
い
て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
通
院
助

成
を
拡
充
す
る
こ
と
は
、
奈
良
県
の

基
準
を
超
え
る
市
独
自
の
施
策
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療
費
助
成

事
業
制
度
に
お
け
る
医
療
機
関
な
ど

で
の
窓
口
負
担
金
に
つ
い
て
一
部
負

担
金
の
み
に
す
る
こ
と
は
、
県
や
関

係
医
療
機
関
な
ど
と
の
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
の
財
政

負
担
が
増
え
る
こ
と
か
ら
継
続
可
能

な
制
度
と
す
る
た
め
に
、
今
後
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ�

実
効
あ
る
障
害
者
基
本
計

画
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

Ａ
障
害
者
基
本
計
画
お
よ
び
障

害
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
中
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

宇
陀
市
障
害
者
計
画
策
定
委
員

会
の
中
に
、
障
害
者
に
係
る
団
体
・

施
設
の
方
々
に
参
画
し
て
も
ら
い
、

さ
ら
に
市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
も
実
施
し
て
、
法

に
基
づ
く
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
に
加
え
て
市
の
独
自
性
、
障
害

者
の
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
な
が
ら
、

今
ま
で
の
市
の
取
り
組
ん
で
き
た

経
緯
を
大
切
に
し
進
め
て
い
き
ま

す
。Ｑ

日
赤
募
金
不
明
問
題
の
そ
の

後
の
取
組
み
に
つ
い
て

Ａ
６
月
５
日
に
桜
井
警
察
署
に

告
訴
状
を
提
出
以
降
、
桜
井

警
察
署
で
は
告
訴
状
の
内
容
に
つ

い
て
検
証
を
さ
れ
て
お
り
、
７
月

に
は
市
役
所
に
お
い
て
実
況
見
分

が
行
わ
れ
、
関
係
職
員
や
こ
れ
ま

で
の
間
に
退
職
し
た
職
員
の
事
情

聴
取
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
市
民
を
は
じ
め

関
係
機
関
な
ど
に
報
告
と
謝
罪
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在

捜
査
機
関
に
捜
査
を
委
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
明

確
な
根
拠
と
し
て
、
今
後
、
不
明

金
の
処
理
、
関
係
職
員
の
処
分
に

つ
い
て
一
刻
も
早
く
厳
正
に
処
理

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
公
表
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ�

行
政
の
在
宅
医
療
に
対
す

る
現
在
の
状
況
お
よ
び
今

後
の
対
応

Ａ
在
宅
医
療
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
病
気
や
障
害
を
持
っ

て
も
家
で
過
ご
し
た
い
と
希
望
を

持
つ
人
が
、
可
能
な
限
り
住
み
な

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

〈
記
事
は
次
頁
へ
続
き
ま
す
〉
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議会だより
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
の
体
制
を
支
援
し

て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は
、
市
が
め
ざ
し
て
い
る

健
幸
都
市　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

構
想
の
柱
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
市
内
の
開
業
医
や
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心

に
在
宅
医
療
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
立
病

院
に
お
い
て
も
在
宅
療
養
者
の
急

変
時
に
対
応
で
き
る
救
急
体
制
の

強
化
、
在
宅
療
養
を
支
援
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
を
開
業
医
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
関

係
機
関
な
ど
で
共
有
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
中

核
と
な
る
役
割
が
担
っ
て
い
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
、
在
宅
医

療
を
推
進
す
る
主
体
と
な
る
部
署

と
し
て
、
市
直
営
の
在
宅
医
療
連
携

拠
点
『（
仮
称
）
地
域
包
括
ケ
ア
総

合
セ
ン
タ
ー
』
の
設
置
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
病
院
と
の
連
携
を

取
り
や
す
く
し
、
さ
ら
に
在
宅
医

療
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｑ�

宇
陀
市
立
病
院
の
更
な
る

充
実
を
・
・
・

Ａ
近
年
増
加
し
て
い
る
、
ス
ト

レ
ス
や
認
知
症
へ
の
対
応

と
し
て
、
昨
年
の
４
月
よ
り
神
経

内
科
で
も
の
忘
れ
外
来
を
開
設
し
、

認
知
症
の
初
期
段
階
で
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

の
精
神
疾
患
、
老
人
の
鬱
と
認
知

症
の
鑑
別
な
ど
、
患
者
の
心
理
的

問
題
の
対
応
に
関
す
る
相
談
を
県

立
医
大
よ
り
精
神
科
医
師
の
派
遣

を
受
け
、
月
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
入
院
患
者
の
み
が
対
象

の
た
め
、
今
後
は
外
来
患
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
医
師
派
遣
を

県
立
医
大
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

奈
良
県
の
振
興
方
針
で
あ
る
東

部
振
興
計
画
に
、
へ
き
地
医
療
提

供
体
制
の
充
実
お
よ
び
在
宅
医
療

介
護
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
推
進
の

た
め
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
県
東

部
唯
一
の
公
的
病
院
と
し
て
、
緊

急
な
治
療
や
入
院
の
必
要
な
重
症

患
者
を
対
象
と
し
た
２
次
救
急
医

療
機
関
と
し
て
の
機
能
充
実
の
た

め
、
東
部
地
域
の
自
治
体
で
協
働

し
、
県
に
対
し
医
師
確
保
に
向
け

た
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ�

地
域
包
括
ケ
ア
（
介
護
）

に
つ
い
て

Ａ
現
在
、
設
置
準
備
し
て
い

る
（
仮
称
）
地
域
包
括
ケ
ア

総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
医

療
相
談
窓
口
、
多
職
種
連
携
の
業

務
、
医
療
と
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、
市
民
へ
の
啓
発
な
ど
、

こ
れ
か
ら
向
か
う
べ
き
在
宅
医
療
、

在
宅
介
護
に
対
応
し
て
い
く
方
向

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
官
に
頼
る
公
助

は
難
し
い
時
代
の
た
め
、
自
身
で

健
康
を
保
持
・
増
進
に
努
め
て
も

ら
う
自
助
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
住
民
組
織
に
よ
っ
て
そ
れ
を

支
え
て
い
た
だ
く
共
助
と
い
う
も

の
の
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
在
宅
医
療
と
は

何
か
、
ま
た
、
何
が
で
き
る
の
か

な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ�

消
費
者
教
育
に
つ
い
て

Ａ
消
費
者
被
害
は
、
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
同
時

に
、小・中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
で
誰
も
が
被
害
に

巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
相
談
現
場

の
経
験
を
生
か
し
た
啓
発
方
法
を

考
え
、
工
夫
し
、
継
続
的
な
周
知

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

社
会
的
に
未
成
熟
な
若
者
や
高

齢
社
会
の
中
で
健
康
や
孤
独
な
ど

の
不
安
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
の
被
害
が
後
を

絶
た
な
い
た
め
、
と
り
わ
け
被
害

の
未
然
防
止
に
は
、
若
者
や
高
齢

者
の
被
害
の
特
性
に
応
じ
た
消
費

者
教
育
・
啓
発
の
充
実
が
よ
り
一

層
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま

す
。Ｑ�

市
産
木
材
利
用
促
進
事
業

つ
い
て

Ａ
平
成
24
年
度
か
ら
宇
陀
市

産
木
材
利
用
促
進
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
２
カ
年
で
17
件
の
実
績
が
あ
り
、

柱
や
は
り
な
ど
の
構
造
材
お
よ
び

床
や
壁
、
天
井
な
ど
の
内
装
材
の

使
用
に
約
１
５
０
万
円
の
奨
励
助

成
を
行
っ
て
お
り
、
市
民
の
方
々

か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
構
造
材
の
使
用
体
積

５
立
方
メ
ー
ト
ル
の
使
用
量
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
実
績
が
低
調

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
良
質

な
宇
陀
市
産
木
材
を
市
内
外
の

方
々
に
広
く
使
用
い
た
だ
き
、
林

業
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
担
当
部
署
で
再
調
査
し
、

そ
の
デ
ー
タ
の
結
果
に
よ
り
使
用

量
の
引
き
下
げ
な
ど
の
検
討
を
し

ま
す
。Ｑ�

宇
陀
市
の
安
心
・
安
全
に

つ
い
て

Ａ
災
害
時
の
広
報
の
あ
り
方
・

各
家
庭
へ
の
個
別
受
信
機
の

設
置
に
つ
い
て
、
市
内
で
火
災
が

発
生
し
た
場
合
や
大
雨
・
洪
水
・

暴
風
な
ど
気
象
に
関
す
る
警
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、う
だ
チ
ャ

ン
11
で
文
字
放
送
を
行
っ
て
お
り
、

ま
た
避
難
準
備
情
報
・
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
の
３
種
類
の
避
難
情
報

に
関
し
て
は
、
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
生
放
送
で
必
要
な
情
報

を
放
送
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
う
だ
チ
ャ
ン
を
中
心

に
情
報
伝
達
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
家
庭
へ
の
個
別
受
信
機
の
設
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ�

都
市
計
画
道
路
東
町
西
峠

線
と
長
谷
寺
７
号
踏
切
に

つ
い
て

Ａ
都
市
計
画
道
路
東
町
西
峠
線

が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、

駅
北
側
へ
車
両
が
増
え
、
長
谷
寺

７
号
踏
切
が
さ
ら
に
危
険
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
過
去
か
ら
の
近

畿
日
本
鉄
道
㈱
と
の
協
議
に
お
い

て
踏
切
改
修
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
た
め
、（
仮
称
）
下
井

足
高
萩
台
線
に
よ
り
踏
切
を
ま
た

ぐ
道
路
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

踏
切
を
現
在
の
ま
ま
と
す
る
の

か
、
一
方
通
行
化
す
る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
生
活

道
で
も
あ
る
と
こ
と
か
ら
、
地
域

の
意
見
を
聞
な
が
ら
警
察
と
も
協

議
し
て
検
討
し
ま
す
。

Ｑ�

宇
陀
市
の
未
来
に
つ
い
て

Ａ
宇
陀
市
の
生
き
残
り
を
か
け

て
、「
小
中
一
貫
の
み
な
ら

ず
高
校
・
大
学
ま
で
の
一
貫
教
育
」

「
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
、
プ
ロ
選
手
の
育
成
」

の
提
言
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
、

小
中
連
携
・
一
貫
の
研
修
を
始
め

て
お
り
、
高
校
・
大
学
ま
で
と
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
小
中
連

携
・
一
貫
教
育
の
あ
り
方
を
検
討

〈
前
頁
か
ら
の
続
き
〉
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議会だより
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

育
成
は
、
単
独
の
自
治
体
で
は
大

変
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子

ど
も
た
ち
に
は
本
物
を
見
、
聞
き
、

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
さ
ら
に

成
長
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
て
、
子
ど

も
た
ち
に
接
し
て
も
ら
う
機
会
を

ふ
や
し
て
い
き
、
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ�

老
朽
化
し
た
菟
田
野
保
育

所
の
建
替
計
画
に
つ
い
て

Ａ
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
措
置

に
つ
い
て
は
急
務
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　

建
替
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の

子
ど
も
子
育
て
制
度
の
方
向
性
を

み
な
が
ら
方
策
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
幼
稚

園
と
保
育
所
を
兼
ね
備
え
た
認
定

こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
も
菟
田
野
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
ど
れ
だ
け
効
果
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
視
点
も
踏
ま
え

て
の
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
菟
田
野
地
域
の
盛
り
上

が
り
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
子
ど
も
子
育
て
会
議
や
菟
田

野
地
域
の
方
々
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
早
期
の
子
ど
も
園
建

設
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ�

行
政
と
し
て
の
行
方
不
明

者
の
対
応
に
つ
い
て

Ａ
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力
と

し
て
、
早
期
発
見
・
保
護
の

た
め
に
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報

配
信
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
、
う
だ

チ
ャ
ン
11
に
よ
る
生
放
送
に
よ
り

情
報
を
配
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
署
か
ら
消
防
団
の

捜
索
活
動
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ

た
場
合
は
、
市
長
が
消
防
団
長
に

捜
索
活
動
の
要
請
を
行
う
と
と
も

に
、
捜
索
活
動
な
ど
に
関
し
て
は
、

捜
索
活
動
の
中
心
と
な
る
警
察
署

と
連
携
を
密
に
行
っ
た
上
で
、ケ
ー

ス
に
応
じ
て
市
役
所
の
関
係
部
署

が
必
要
な
対
策
な
ど
に
つ
い
て
調

整
を
行
い
ま
す
。

Ｑ�

定
住
促
進
に
つ
い
て

Ａ
教
育
環
境
に
特
色
を
持
た

せ
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
で
は
自
然
を
生

か
し
、
動
物
と
の
触
れ
合
い
の
中
で

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
育
を
全
て
の

学
校
で
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

の
情
操
教
育
を
高
め
る
独
自
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
教
育
に
お
い
て
児
童・

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
た
り
、
施

設
等
の
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
、

保
護
者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
の

援
助
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
、
定
住
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
対
策
の
た
め
、
宇
陀
市

人
口
減
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
後
、
少
子
化
対
策
、
定
住
促

進
、
地
域
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

Ｑ�

駅
北
都
市
計
画
道
路
関
連

の
対
処
に
つ
い
て

Ａ
東
町
西
峠
線
が
町
並
川
を
ま

た
ぐ
道
路
橋
梁
に
つ
い
て

は
、
河
川
断
面
を
侵
さ
な
い
よ
う

配
慮
し
た
計
画
と
し
て
県
宇
陀
土

木
事
務
所
と
調
整
し
、
協
議
を
終

了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
原
交
差
点
の
改
良
に

つ
い
て
は
、
複
雑
な
交
差
点
の
た

め
、
安
全
対
策
に
配
慮
し
た
計
画

と
す
る
と
と
も
に
、
福
寿
館
横
の

近
鉄
高
架
下
の
通
行
に
つ
い
て
も
、

自
動
車
の
利
便
性
よ
り
歩
行
者
、

特
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
優
先

し
ま
す
。

Ｑ�
近
鉄
室
生
口
大
野
駅
前
整

備
計
画
に
つ
い
て

Ａ
室
生
口
大
野
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
と
来
訪
者
へ
の
も
て

な
し
方
を
あ
わ
せ
持
っ
た
整
備
計

画
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
奈
良
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
動
向
を
見
た
中
で
、
中

長
期
的
な
整
備
も
含
め
素
案
の
策

定
を
考
え
て
い
ま
す
。　

　
地
域
の
方
々
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
思
い
が
本
当
に
重
要
で
あ
り
、

整
備
検
討
委
員
会
で
十
分
意
見
交
換

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
提
案
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｑ�

平
成
27
年
4
月
実
施
の
介

護
保
険
法
の
改
正
に
対
す

る
対
応
に
つ
い
て

Ａ
新
制
度
で
は
、
今
ま
で
の
介

護
事
業
所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
て
、
新
し
く
N
P
O
、
民

間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

地
域
の
多
様
な
主
体
を
活
用
し
て

高
齢
者
の
方
を
支
援
し
て
い
く
総

合
事
業
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
や
地
域
で
の
体
制
づ
く
り

に
今
後
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
と
し
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
が
活
動
で
き
る
ス
テ
ー

ジ
を
つ
く
り
、
し
っ
か
り
と
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
市
立
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

Ａ
市
立
病
院
は
地
域
の
公
的
医

療
機
関
と
し
て
、
住
民
の
健

康
を
支
え
、
安
全
・
安
心
な
生
活

を
守
る
と
い
う
重
要
な
使
命
を
果

た
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
医
師
確
保
は
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
で

は
、平
成
27
年
度
に
策
定
す
る
「
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

二
次
医
療
圏
単
位
で
、
そ
の
地
域

に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
医
療
の
必
要
度
を
示
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
、
医
大
に
設
置
さ
れ

た
「
医
師
派
遣
セ
ン
タ
ー
」
が
中

心
と
な
っ
て
、
各
地
域
の
医
療
事

情
に
対
応
し
、
適
切
な
医
師
の
配

置
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

2
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
の
医

療
体
制
や
広
範
囲
の
内
科
疾
患
へ

の
対
応
の
た
め
の
医
師
体
制
な
ど

を
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
っ
か
り
と
位

置
付
け
ら
れ
る
よ
う
意
見
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
立
病
院
の
経
営
形
態
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
国
の
医
療
制
度
見

直
し
に
係
る
政
策
的
な
動
向
や
県

の
医
師
確
保
・
適
正
配
置
へ
の
施

策
の
進
捗
を
見
極
め
な
が
ら
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
産
業
振
興
に
つ
い
て

Ａ
市
内
で
経
済
的
な
循
環
を
す

る
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
な
ど
、

市
内
で
消
費
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
陀
市
と
都
市
部
と
経
済

的
な
循
環
を
つ
く
る
た
め
に
、
宇

陀
市
の
物
産
を
都
市
部
へ
売
り
込

む
、
ま
た
都
市
の
方
々
に
宇
陀
市

へ
訪
問
し
て
も
ら
う
と
い
う
観
光

事
業
に
対
し
て
も
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

　

現
在
、
６
次
産
業
化
を
始
め
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
一
つ
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
市
の
環
境
に
合
っ

た
産
業
を
つ
く
り
、
ま
た
、
支
援

し
て
い
き
ま
す
。



薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　企画課  ☎82・1362 ／ IP☎88・9074

み
ん
な
の
手
で
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
絆
　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
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❶
高
齢
化
が
す
す
む
山
間

地
域
を
更
に
活
性
化　

～
本
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
～

　「
本
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
平
成

25
年
12
月
15
日
、
大
宇
陀
地
域
南
西
部
の

大
き
な
自
治
会
を
中
心
に
、
更
な
る
地
域

の
連
携
や
活
性
化
を
願
っ
て
発
足
し
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
、
そ
の
下
地
づ
く
り
と
し
て
、

試
験
的
に
事
業
を
行
っ
た
り
、
研
修
を
開

催
し
て
ま
ち
協
委
員
の
啓
発
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
本
格
稼
働
し
た
当

協
議
会
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
三
世
代

の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

No.30

ン
」
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
美
化
活
動
と

し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」「
地
域
清
掃
活

動
」
を
日
々
活
動
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
12
日
に
は
、
協
議
会
の
全
体
事
業

と
し
て
、
恒
例
の
「
本
郷
ふ
れ
あ
い
体
育

大
会
」
を
開
催
。
晴
天
の
中
、
地
域
住
民

１
１
０
名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
に
は
少
な

い
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
を
は
じ
め
、
ま
た
、

地
域
の
大
人
や
高
齢
者
ま
で
の
住
民
が
一

緒
に
な
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
、
玉
入
れ
・

綱
引
き
・
リ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

地
域
の
課
題
で
あ
る
神
社
の
秋
の
祭
典

の
宵
宮
祭
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
協
議
会

が
そ
の
活
動
を
後
援
し
、
ゴ
ク
マ
キ
の
餅

づ
く
り
、
子
ど
も
神
輿
の
運
営
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
に
ぎ
や
か

に
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
永
く
続
け
て
い

け
る
よ
う
当
協
議
会
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
郷
地
域
が
、
も
っ

と
活
性
化
す
る
よ
う
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら

住
民
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

向
渕
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　（
向
渕
ま
ち
協
）

　
10
月
26
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
や
ま
び
こ

ホ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
向
渕
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
地
域
内
の
住
民
や
各
団
体

が
一
同
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
、

３
Ｂ
体
操
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
あ
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど
で

汗
を
流
し
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
女
性
の

会
や
子
ど
も
会
の
役
員
さ
ん
が
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、そ
し
て
デ
ザ
ー

ト
に
は
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
す
ず
ら
ん
の

会
」
の
ス
イ
ー
ツ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
お
楽
し
み
抽
選
会
や
映
画

鑑
賞
会
な
ど
、
参
加
者
の
笑
顔
に
包
ま
れ

た
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　「
三
本
松
」
地
名
由
来
の

　
　
松
を
ご
存
じ
で
す
か
　
　

　
　
　
　
　
　（
三
本
松
ま
ち
協
）

　
「
昔
、
北
条
時
頼
公
が
こ
の
地
を
行
脚

の
時
植
え
ら
れ
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
巨
松

で
根
回
り
6.2
メ
ー
ト
ル
・
樹
高
約
20
メ
ー

ト
ル
、
樹
齢
３
０
０
～
４
０
０
年
と
推
定

さ
れ
、
し
か
も
根
元
か
ら
三
つ
股
に
分
か

れ
成
長
し
た
大
樹
で
し
た
。

　
三
本
松
の
地
名
は
、
こ
の
松
に
ち
な
ん

で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
7
年
4
月

19
日
に
は
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
、
住
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
老
衰
の
た
め
枯
れ
は
じ
め
昭
和

30
年
に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
三
代
目
の
松
が
ひ
っ
そ
り
と
街

道
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
訪

れ
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
今
年
度
の
ま
ち
協
の
事
業
と
し

て
松
の
手
入
れ
と
、
周
辺
整
備
を
行
い
多
く

の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

オープンカフェすずらんの会の
みなさん

ふれあいサロンでの体操の様子

メディアネット宇陀
「宇陀の民話 1」として
放映されました。



薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問　企画課  ☎82・1362 ／ IP☎88・9074

み
ん
な
の
手
で
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
絆
　ま
ち
づ
く
り
協
議
会

〜
薬
草
（
大
和
ト
ウ
キ
）
の
栽
培
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
〜

写真上：農村料理を楽しむ会の様子
同右上：農村レストランでは手作り
　　　　看板がお出迎え
同右：地元の郷土料理

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

う
だ
ぢ
か
ら

　2014年12月号15

❷�
地
域
の
良
さ
を
い
か
し
た

地
域
活
性
化
活
動

～
い
わ
は
し
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
～

　

い
わ
は
し
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
平
成

19
年
7
月
、
過
疎
と
高
齢
化
の
進
む
菟
田

野
の
岩
端
地
区
で
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
は
何
が
必
要
か
」

と
話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
助
け
合
い

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
結
成

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
桜
の
季
節
に

は
地
元
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
に
よ
る
都

市
と
の
交
流
促
進
の
取
り
組
み
、四
季
折
々

の
地
域
の
行
事
（
鯉
の
ぼ
り
揚
げ
や
ク
リ

ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾
り
の
作

成
な
ど
）
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

地
域
に
活
気
と
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
奈
良
県
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

協
議
会
に
も
属
し
、
他
団
体
と
の
交
流
・

研
究
会
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に
活
動
を
広

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

去
る
11
月
7
日
・
8
日
の
両
日
、
農
村
に

伝
わ
る
伝
統
食
・
行
事
食
・
郷
土
料
理
の

レ
シ
ピ
化
や
伝
承
活
動
の
集
大
成
と
し
て

「
農
村
料
理
を
楽
し
む
会
ｉ
ｎ
菟
田
野
」
を

開
催
し
、
一
般
の
参
加
者
に
農
村
料
理
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
県
内
の
農
村
に
暮
ら
す
女

性
が
各
地
で
小
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
、
女

性
の
地
位
向
上
や
農
村
の
暮
ら
し
の
良
さ

を
伝
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
今
年
度
は
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動

　
10
月
30
日
に
農
林
会
館
に
お
い
て
大
和
ト

ウ
キ
栽
培
説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
で
栽
培
を
希
望
さ
れ
る
48
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
奈
良
県
・
宇
陀
市
の
薬
草

の
取
り
組
み
、
試
験
栽
培
の
経
過
に
つ
い
て

の
紹
介
の
後
、
奈
良
県
果
樹
・
薬
草
セ
ン
タ
ー

の
浅
尾
所
長
よ
り
栽
培
技
術
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
予
定
時
間
最
後
ま
で
と

て
も
熱
心
な
質
疑
が
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
、 
市
で
は
薬
草
の
普
及
を
め
ざ
し
、
来

春
に
向
け
て
大
和
ト
ウ
キ
の
苗
作
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
市
の
新
た
な
産
業
と
し
て
薬

草
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
日
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
や
、
栽
培
を

希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
興
味
を
持
た
れ
た
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
市
役
所
企
画
課
で
も

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

応
援
補
助
金
の
採
択
を
受
け
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
深
め
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

運
営
に
携
わ
る
会
員
は
現
在
7
名
。
ま

す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進
む
宇
陀
市
で
、

地
域
と
共
に
故
郷
を
愛
し
、
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
住
ん
で
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

春
に
は
ぜ
ひ
一
度
、
岩
端
の
芳
野
川
沿

い
の
桜
を
見
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
わ
は
し
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン

〒
６
３
３
・
2
２
１
４

　
菟
田
野
岩
端
１
４
０
番
地

（
☎
／
FAX 

84
・
２
６
８
５　
代
表　
峯
山
）

栽培説明会の様子
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宇陀の特産品・名産品が一堂に集結！
「うだ産フェスタ 2014」開催

10 月 25日・26日

　総合体育館で「うだ産フェスタ」を開催しました。
特産品・名産品の販売や市内企業・各種団体の展示・
PR、観光 PR、プラレールの展示、ステージイベント（ゆ
るキャラ集合、OSK 日本歌劇団など）、毛皮革製品の
販売・小物づくり体験、フリーマーケットなど多彩な
催しに参加者は満喫されました。
　25 日、浜村淳さんをゲストにお招きし、トークショー
の開催。なお、ふるさと対抗ご当地グルメ決戦の入賞
者は次のとおりです。

【優秀賞】上町商工会：金ごぼうラーメン
【準優秀賞】宇陀温泉郷 : 酒蔵直送  粕味てっちゃん汁
【特別賞】宇陀商工会女性部 : 宇陀牛  山菜おこわ
　同会場において、農林産物の生産性と品質の向上、
地域の農林業発展を目的に、本市で採れた自慢の農林
産物を一堂に集めた「第 8 回宇陀市農林産物品評会・
即売会」を開催。26 日の即売会での収益金（32,950 円）
は、出品された方々のご厚意により市の善意銀行に預
託させていただきました。なお、農林産物品評会の受
賞者は次のとおりです。　　　　　　　（敬称略）
〔特賞の部〕
【県知事賞】藤田貢（榛原）ほうれん草
【県議会議長賞】室德司（榛原）大根
【県東部農林振興事務所長賞】狗井佶（室生）白菜
【市長賞】大久保貞雄（榛原）栗
【市議会議長賞】北脇正文（大宇陀）里いも
【市農業委員会長賞】迎楢代司（大宇陀）宇陀金ごぼう
【県農業協同組合代表理事長賞】中岡久文（室生）ブロッコリー
【宇陀農業共済組合長理事賞】井岡康夫（菟田野）黒米
【市森林組合代表理事組合長賞】松下利明（榛原）しいたけ
【室生村森林組合代表理事組合長賞】久我文昭（榛原）竹炭盆栽
〔入賞の部〕
【市長優秀賞】
山元曻（大宇陀）玉ねぎ、津田求（榛原）さつまいも、
長木節次（榛原）小松菜、堂浦勇（榛原）玄米、安達
俊平（大宇陀）栗、浦賢彦（菟田野）キャベツ、中村
光晴（菟田野）大根、前川勝人（榛原）ほうれん草

【市長特別賞】
山本貞雄（室生）黒大豆 枝豆、木原成一（大宇陀）小
豆、葛上千惠美（菟田野）ピーマン、松尾恭子（大宇陀）
キュウリ、多田善英（榛原）白菜、中浦千枝子（室生）
ネギ、大内榮三（榛原）ジネンジョ

地域スポーツの普及振興に貢献
市スポーツ推進委員会が受賞
� 9 月 25日

　「第 55 回全国スポーツ推進委員研究協議会岩手県大
会」（岩手県）で、平成 26 年度スポーツ推進委員優良
団体表彰授与式が行われ、市スポーツ推進委員会が受
賞されました。この賞は、地域のスポーツ振興に顕著
な業績を挙げ、地域住民の健康、体力の向上・維持に
貢献している団体におくられるものです。
　また、「平成 26 年度奈良県スポー
ツ推進委員功労者表彰授与式」では、
２名の委員が受賞されました。この
賞は８年以上スポーツ推進委員とし
て市町村における各種スポーツ事業
の実技指導及び企画に尽力し、地域
スポーツの普及振興に功績があった方々におくられる
ものです。受賞者は、次のとおりです。（順不同・敬称略）
　笹岡照代（大宇陀）、関戸成康（大宇陀）

オバマ大統領一般教書演説に日本人初招待
藤田さんが市長を表敬訪問

11 月 3日
　大宇陀春日出身の藤田浩之さん（48 歳）は、アメリ
カオハイオ州で医療機器開発製造会社（ＱＥＤ）を経営、
ＭＲＩ（磁気共鳴画像診断装置）の心臓部の開発製造を
されており、世界有数の企業に育てられました。また、
2012 年外交官以外の日本人として初めてアメリカ大統
領の一般教書演説に招かれた方です。藤田さんは現在、
ケース・ウエスタン・リザーブ大学医学部放射線学科教
授などを兼任されており、忙しい傍ら、３日に母校の県
立畝傍高校に招かれ記念講演を行った後、竹内市長を表
敬訪問されました。
　対談では、市長より、世界を相手に活躍されている視
線で宇陀市のまちづくりについてアドバイスをお願いで
きませんか。また、これからのまちづくりに協力いただ
けませんかとの問いかけに、藤田さんは、宇陀市は僕に
とって故郷であるとともに日本の原風景そのものであ
り、外国から見ても魅力的に映ります。アメリカにはこ
のような環境は望めません。新しいまちづくりを行うに
は、この自然環境を活かしたクリーンなものが良いので
はと思います。また、今はインターネットの時代であり、
どこでも事業を起こす事ができます。この先、僕にでき
る事があれば協力しますと答えられていました。
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『日本の神話・伝説を歩く』
吉本昭治　著
出版：勉誠出版

　いまなお人びとを集めてやまない景勝地、
すでに忘れ去られようとしている場所…。
日本全国津々浦々を探訪した著者が、神話
や伝説、昔話、そして古代の人びとの営み
を伝える史跡を、1000 点以上のカラー写
真とともに紹介。（中央図書館所蔵）

12 月の休館日　2・9・16・23・24・
　　　　　　　 28 ～ 1 月４日
中央図書館　☎ 82・4749・IP 88・9110
大宇陀図書館　☎ 83・0977( 代）

おはなし会やその他のお知らせは P26

　今年も残すところ約一ヵ月となり、
忙しい季節になりました。この頃「年
末年始だからと言って特に何もしな
い。」というご家庭も多いようです。
　例えばおせち料理（お正月のごちそ
うを重箱に詰め、一年の家内安全を願
う）を家族で食べるというのが本来の
しきたりです）。最近は美味しい既製の
おせち料理も出回っていますが、お正
月は家族が集える良い機会です。全部
は無理でも一品二品手づくりを加えて、
子や孫たちに母の味を伝える絶好の食
育の機会ととらえ、トライしてみては
いかがでしょう？図書館には年末年始
のお料理の本が揃っています。

『ちいさいいすの�はなし』
竹下文子　文
鈴木まもる　絵
出版：ハッピーオウル社

　小さいイスは男の子と仲良しでした。お
やつを食べるときも一緒、絵本を見るとき
も一緒。楽しいときは一緒に笑い、叱られ
たときは慰めてあげて。やがて男の子は大
きくなり、イスは物置につれていかれ…。

（中央図書館所蔵） 

「わびさび」の桃山茶陶を研究された陶芸家の一人

大亀和尚民芸館を杉本さんが訪問�
10 月 27日

　大亀和尚民芸館（※）「秋季展」では、特別コーナーとし
て桃山茶陶をめざす陶芸家　杉本貞光さんの作品を展示され
ました。期間中、杉本さん（80 歳）が民芸館を訪問され、
展示品をゆっくり鑑賞されました。
　杉本さんは、大亀和尚と出会われて以来 40 年にわたるご
教導の中、常に桃山の美とそこから放たれる「わびさび」の
桃山茶陶を研究された陶芸家の一人です。
※大徳寺如意庵住職　立花大亀（大徳寺 511 世住職）の所持する
墨蹟・茶道具などの美術品および民具を永久保存するとともに、一
般公開され美術品の鑑賞・学術研究に役立てていただくための館。

高齢者の社会参加と生きがいづくりを推進

県高齢者美術展で 6名が受賞
8 月 29日

　奈良県高齢者美術展で次の方々が受賞されました。今後も、
益々のご活躍をお祈り申し上げます。　　　　　　（敬称略）
〔書の部〕【金賞】「春雨に」岡田貞子（大宇陀）
【銅賞】「観音経「世尊偈」」筒井一（榛原）
【佳作】「北斗」小西裕子（榛原）、「佛説阿彌陀經」中村方保（室生）
〔手芸の部〕【最高齢者賞】「七福神」中尾重司（榛原）
〔写真の部〕【佳作】「夜明けの詩情」森村弘文（室生）

薬物乱用防止対策事業の推進に寄与
菟田野地区民生児童委員協議会に感謝状

10 月 24日

　3 年以上、薬物乱用防止活動を積極的に行った功績に対し、菟田
野地区民生児童委員協議会（会長　冨士本友市さん）のみなさんに、
奈良県薬物乱用防止対策推進本部長の奈良県知事より感謝状が贈
られました。



■乳がんの自己検診法
　乳がんは身体の表面に出来るため、比較的自分で
発見しやすいがんです。定期的に自分の乳房を観察
しましょう。自己検診の時期は生理が終わって１週
間前後が乳房が柔らかくなり“しこり”を見つける
のに最適の時期です（閉経後の人は毎月一回、日を
決めて行いましょう）　
○鏡に向かって両腕を上げたり下げ

たりして、乳房を観察しましょう。
・乳房に変形はありませんか？
・乳首がただれたり陥没していませ
んか？　　　　　　　　　

・乳首を軽くつまんで血性分泌物が
ないかも調べましょう。

○次に座った姿勢で乳房に触れて
“しこり”がないか調べましょう。
　この時、乳房をつかむのではなく、人差し指・中
指・薬指の３本の指を揃えて指の腹で乳房を撫でる
ように抑えましょう（つかむと正常な乳腺を“しこり”
と勘違いしてしまいます）。

○さらに、仰向けに寝て肩の下にタオルなどを入れた
姿勢で同じように乳房を触ってください。
　座った姿勢で分からなかった“しこり”が触れる
場合があります。また、腋の下に“しこり”がない
か（腋のリンパ節が腫れていないか）も調べましょう。

　よく『自分では異常が分からない』と言われますが、
毎月続けることで、初めは分からなくても、ほんの
わずかな変化でも自分で気付くことができるように
なります。しこりを見付けて受診されるほとんどの
方は乳腺症など良性疾患であり、しこりがあったか
らといって怖がらないでください。
　ただし、良性かどうかは自己判断せず必ず受診し
てください。直径２㎝（１円玉の大きさ）以下のし
こりが万一がんであったとしても早期の可能性が高
く、早期に治療すれば再発も少なく完治が望めます。

自己検診で少しでも異常を感じた場合は、市立病院
外科を受診してください。乳がん検診も行っていま
す。

乳がんの自己検診について 今や乳がんは日本人女性で最も多くかかるがんです。確実な
予防法はありませんが、早期発見・早期治療すれば約 90％の
人が治癒します。自己検診や乳がん検診を活用しましょう。
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○事務職（正職員）1名
　対象者：�昭和 50 年 4月 2日以降に生まれ、DPC対象

病院において３年以上の医事業務経験のある人
　採用試験：筆記試験・小論文・面接　試験日：後日連絡
　提出書類：履歴書、職務経歴書、有資格者は資格証明書の写し

○看護師（正職員・新卒）若干名
○臨床検査技師（正職員・新卒）１名
　対象者：�昭和 60 年４月２日以降に生まれ、平成 27年

に実施される国家試験により資格を取得する見
込みで、かつ、平成 27年 4月から就労できる
人

　採用試験：筆記試験・小論文・面接　
　試験日：詳細は問い合わせください。
　提出書類：履歴書、卒業見込証明書、成績証明書

○理学療法士（正職員）３名・作業療法士（正職員）１名
　対象者：�昭和 54年４月２日以降に生まれ、資格を有す

る人
　採用試験：小論文・面接　試験日：後日連絡します
　提出書類：履歴書、資格証明書の写し

○事務・電話交換員（パート）１名
　対象者：�昭和 44年 4月２日以降に生まれた人
　採用試験：小論文・面接　試験日：後日連絡します
　提出書類：履歴書　
　その他：ワード・エクセルできる方優遇します。

○非常勤医師（消化器内科・呼吸器内科）も募集中
　です。詳しくは広報うだ 11月号 P16をご覧ください。
★問い合わせ・申し込み：経営企画課
　　　 　　（土・日・祝を除く午前９時～午後５時）

■市立病院職員募集（新卒・随時採用）

病院の休診日：
土・日・祝日・年末年始

【12月の予定】
�　4 日（木）�糖尿病の治療～運動療法～　　（第 4回）
� 11 日（木）�糖尿病の合併症　���　　　　　（第５回）
�18 日（木）� �低血糖、足のケア、体調が悪くなった時
　　　　　（シックデイ）の対応について　　���（第６回）

【時間】午後 2時 30分～【開催場所】北館２階栄養指導室

■糖尿病教室のご案内

■医療講演会を開催しました（10 月 23日）
　今回の医療講演会は、「「肺炎について」～どういう病
気？原因は？治療方法は？～」と題して、当院　感染症
総合診療科の佐藤医師による講演を行いました。
　スライドによる説明をはじめ、肺炎は主に細菌の感染
から発症することから顔面体
操や唾液腺マッサージ、日常
できる口腔ケアの紹介、講演
後の質疑応答など、約 230名
の参加者は熱心に耳を傾けて
いました。なお、この模様は
うだチャン11でも特別番組と
して放送する予定です。

■ 12月27日（土）～1月4日（日）休診します
　年末年始の休診日の救急患者の受け入れについては、必
ず事前に電話でお問い合わせください。なお、小児科につ
いては、休診中の対応はできませんのでご了承ください。



「健幸都市“ウェルネスシティ宇陀市”構想」

　落ち込んだり、憂うつな気分になることは誰にでも
あることです。私たちのこころは、人間関係や身体の
病気などでストレスを受け、そのストレスをため込み
放置しておくと、身体と同じように調子が悪くなった
り病気になったりします。こころの健康は身体の健康
と同じくとても大切で、自分のこころの状態に関心を
持ち、周りの人のストレスにも気づき、みんなでここ
ろを健康にしようといった意識を高めることが必要で
す。
　そのために、こころの病気について十分理解を深め
る機会として、毎年「こころの健康づくり学習会」を
開催しています。今年度は「依存症について」の講演

を予定しています。ぜひ、この機会に「依存症」につ
いての理解を深めていただけたらと思います。詳しく
は広報うだ 2月号にてお知らせします。
　また、周りの多くの人が、そんな不安や悩みを抱え
ている人に「気づき」、話を「聴き」、適切な相談機関
へ「つなぎ」、「見守る」役割を持っていただけるよう
「ゲートキーパー養成講座」を実施しています。
　多くの方がゲートキーパーとしてこころの健康につ
いての理解を深め、ストレスをため込んでいる人に対
して声をかけ、医療機関や専門機関への相談を勧めて
いただければと思います。

　ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は冬
場に本格的な流行を迎えます。ノロウイルスに感
染すると下痢、おう吐、吐き気、腹痛などを引き
起こします。子どもや高齢者は重症になりやすい
ので、特に注意しましょう。
　ノロウイルスによる食中毒は、ウィルスで汚染
された加熱が不十分な二枚貝を食べた場合やノロ
ウィルスに感染した人が調理などをして汚染され
た食品を食べた場合に起こります。
　また、患者さんの便やおう吐物
を介して二次感染したり、ウィル
スが乾燥して飛沫感染を起こす場
合があります。
( 1 ) 「 手 洗 い 」 を し っ か り と ！  

( 2 ) 「 人 か ら 人 へ の 感 染 」 を 防 ぐ ！  
　ノロウイルスが発生した場合、感染した人の便
や吐物からの二次感染や、飛沫感染を予防する必
要があります。
　患者の便や吐物は乾燥させないように、また手
袋等をして塩素系の漂白剤で処理してください。
（ノロウイルスに対して効果のある消毒法は加熱
と塩素系漂白剤です。エタノールや逆性石けんは
あまり効果がありません。）
( 3 ) 「 食 品 か ら の 感 染 を 防 ぐ ！  
➊加熱して食べる食材は中心部までしっかりと
「加熱」を
➋調理器具や調理台は「消毒」して、いつも清潔
に

　気づいてつないで
　　支え合う安心ライフ

問 い 合 わ せ：健 康 増 進 課 （ ☎ 8 2 ・ 3 6 9 2 / I P ☎ 8 8 ・ 9 0 8 7 ）
　 　 　 　 　 　 室 生 福 祉 保 健 交 流 セ ン タ ー （ ☎ 9 2 ・ 5 2 2 0 / I P ☎ 8 8 ・ 9 1 7 5 ）

◎ ゲ ー ト キ ー パ ー の 役 割 ◎
● 気 づ き ： 家 族 や 仲 間 の 変 化 に 気 づ い て 、 声 を か け る
● 傾 　 聴 ： 本 人 の 気 持 ち を 尊 重 し 、 耳 を 傾 け る
● つ な ぎ ： 早 め に 専 門 家 に 相 談 す る よ う に 促 す
● 見 守 り ： 温 か く 寄 り 添 い な が ら 、 じ っ く り と 見 守 る

　毎月第３火曜日の午後１時 30分からは「こころの
健康相談の日」として、相談窓口を開設しています。不安や悩
みをお持ちの方は、１人で悩まずご相談ください。
　12月は 16日（火）の午後１時 30分～室生福祉保健交流
センターで開設しています。ご希望の方は電話予約の上、
���������お越しください。

ノロウイルスによる冬場の食中毒や感染症に注意しましょう

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

　2014年12月号19



　2014年12月号 20

　

奈
良
県
で
は
、
保
育
士
の
就
職
の
あ
っ
せ
ん
、
就
職
支
援
研
修
お
よ
び

合
同
就
職
面
接
会
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
保
育
所
な
ど

へ
の
保
育
士
の
就
職
を
支
援
す
る
「
奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
」
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク

【
住
所
】
奈
良
市
本
子
守
町
１・
１　
奈
良
上
三
条
ビ
ル
4
階

【
電
話
番
号
】
☎
０
１
２
０・
９
６
４・
３
４
９

　
（
平
日：午
前
9
時
～
午
後
8
時
、土・日・祝
日：午
前
9
時
～
午
後
6
時
）

　

HP:https://nara-hoikushibank.jp/

奈
良
県
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

広
報
う
だ
11
月
号
21
ペ
ー
ジ
の
平
成
27
年
度
幼
稚
園
・
保
育

所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
（
所
）
申
込
の
右
下
表

に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
榛
原
東
幼
稚
園
の
連
絡
先
は
（
☎
82
・
３
８
６
７
）
で
す
。

◇
私
立
し
ら
ゆ
り
保
育
園 【
誤
】
榛
原
榛
見
が
丘
１
・
14
・
20

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
正
】
榛
原
下
井
足
１
５
３
８
・
１

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
毎
週
水
曜
日
）

☆
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
（
申
込
不
要
）

　

子
育
て
を
し
て
い
る
家
族
が
、
自
由
に

遊
べ
る
よ
う
に
施
設
を
開
放
し
ま
す
。
親

子
で
ゆ
っ
た
り
遊
び
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
】
市
内
在
住
お
よ
び
里
帰
り
の
就
学

前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
月
～
金
曜
日
（
土・日
、祝
を
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

☆
お
話
の
日
（
毎
週
火
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
11
時
～
11
時
30
分

♪
リ
ズ
ム
の
日
（
毎
週
木
曜
日
）

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
て
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

【
時
間
】
午
前
11
時
～
11
時
30
分

☆
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
（
申
込
不
要
）

　

公
共
施
設
な
ど
で
遊
び
や
交
流
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
就
学
前
（
小
学
校
入

学
ま
で
）
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】
12
月
22
日
（
月
）

　
午
後
2
時
15
分
～
（
1
時
間
程
度
）

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

【
内
容
】「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

マ
イ
ケ
ル
先
生
、
ケ
イ
ド
先
生
も
や
っ

て
来
る
よ
。

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
※
）
を
受
給
す
る

方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差
額
分

の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
。

■
今
回
の
改
正
よ
り
新
た
に
手
当
て
を
受
け
取

れ
る
場
合

○
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
等
が
、

低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

（
養
育
者
に
つ
い
て
要
件
が
あ
り
ま
す
）

○
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚

生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

○
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、
お

子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合　
な
ど

〈
参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
〉

（
平
成
26
年
12
月 

現
在
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

○
子
ど
も
1
人
の
場
合

　
全
部
支
給
：
４
１
，
０
２
０
円

　
一
部
支
給
：
４
１
，
０
１
０
～
９
，
６
８
０
円

○
子
ど
も
2
人
以
上
の
加
算
額

　
2
人
目
：
５
，
０
０
０
円

　
3
人
目
以
降
1
人
に
つ
き
：
３
，
０
０
０
円

■
支
給
開
始
日

◇
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、

平
成
26
年
12
月
1
日
に
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
が
、
平
成
27
年
3
月
ま
で
に

申
請
し
た
場
合
は
、
平
成
26
年
12
月
分
の

手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

◇
平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
3
月
分
の
手

当
は
、
平
成
27
年
4
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
子
ど
も
支
援
課

　
（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

☆
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
（
親
子
ふ
れ
あ
い

事
業
）（
申
込
不
要
）

　

誕
生
日
を
迎
え
た
お
子
さ
ま
は
も
ち
ろ

ん
、
お
祝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
親
子
の
み

な
さ
ま
も
大
歓
迎
で
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
11
月
と
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ま

【
日
時
】
12
月
25
日
（
木
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
誕
生
日
が
わ
か
る
も
の
（
母
子

健
康
手
帳
な
ど
）

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
84
・
９
９
２
５
）

☆
ミ
ニ
誕
生
会
（
申
込
不
要
）

平
成
26
年
12
月
1
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
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子育て支援センター☎84・9925

♪♪♪♪

♪♪♪♪

◎1歳児合同親子教室
　クリスマス会

△なかよしひろば
　「クリスマス会」

◆未就園児交流会支援
（榛原東幼稚園）

◆未就園児交流会支援
（室生子ども園）

☆ミニ誕生会
(11月・12月生まれ）

リズムの日
(健康ポイント事業）

♪♪♪♪ リズムの日
(健康ポイント事業）

★つどいのひろば
（榛原北保育園）
◆未就園児交流会支援
（榛原幼稚園）

★つどいのひろば
（ぬく森の郷）
◆未就園児交流会支援
（榛原西幼稚園）

※保健師・家児相談日

お話の日

お話の日

天皇誕生日

※家児相談日

お話の日

※家児相談日

1 2 3 4 5

8 9 10 11 12

15 16 17 18 19

22 23 24 25 26
午後：開放中止

♪＝お話の日 ＝リズムの日 ＝相談日※

「ABCであそぼ！」

◎2歳児合同親子教室
　クリスマス会

★つどいのひろば
（大宇陀幼児園）

リズムの日
(健康ポイント事業）

◎0歳児合同親子教室
　クリスマス会

◆未就園児交流会支援
（大宇陀幼児園）

※家児相談日

　ヨガの先生に来てもらい、気持ちよ
く体を動かして、日頃の運動不足と体
の不調を解消します。ヨガの時間をと
おして、育児で疲れた心と体をリラッ
クスしましょう。赤ちゃん連れでも大
丈夫です。ヨガ初めての方も体験あり
ます。
【活動日】月 1回　12月 4日（木）
　午前 10 時～正午（ヨガ時間は、午
前 10時 15分～ 11時 30分〈75分〉）
【活動場所】子育て支援センター（２階）
【対象】お母さんとそのお子さん
【参加費】1,000 円 / 回
問柏木方（☎ 090・1484・7329）
※お母さんがヨガをしている間、お子さんを
見ていただけるボランティアを募集中です。

ママヨガサークル「にじいろ」
☆サークル紹介☆

　各幼稚園・保育園（所）の子どもたちの、頑張って
いる姿を絵画を通してみなさんに見ていただこうと「絵
画作品展」を開催します。ご家族・ご友人をお誘いの
うえ、子どもたちの元気あふれる作品をご覧ください。
【園所名：期間】
大宇陀幼児園（０～３歳）：12 月 3日（水）～ 8日（月）
大宇陀幼児園（４～５歳）：12月 10日（水）～ 14日（日）
榛原幼稚園：1 月 10日（土）～ 14日（水）
榛原東幼稚園：1 月 16日（金）～ 20日（火）
榛原西幼稚園・榛原北保育園：
　　　　　　　1月 22日（木）～ 26日（月）
菟田野保育所・室生こども園：
　　　　　　　1月 28日（水）～ 2月 1日（日）
しらゆり保育園：2 月 3日（火）～ 8日（日）
【時間】午前 10時～午後 7時
【場所】サンクシティ（１階サンク広場）
問教育総務課（☎ 82・3973/IP ☎ 88・9259）
　子ども支援課（☎ 82・2236/IP ☎ 88・9080）

宇陀市幼稚園・保育園（所）絵画作品展
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市民のみなさんの健康に役立つ情報をお届けします
対象地域 内容 実施日 対象者 場所 開始時間

対象地域 内容 実施日 対象者 場所 受付時間

全地域

榛原・室生

大宇陀・菟田野

予防接種説明会 8（月）

16（火）

15（月）

平成26年10 月生まれの
児の保護者

室生福祉保健
交流センター

午前１０時

午後1時～
1 時50分

平成26年1 月～
2 月生まれの児の保護者

平成26年7 月～
8 月生まれの児の保護者

平成26年7 月～
8 月生まれの児の保護者 室生福祉保健

交流センター

大宇陀
保健センター

4 ～ 5 か月児
　　　　　健康診査

4 ～ 5 か月児
　　　　　健康診査
10 ～ 11 か月児
　　　　　健康診査

10 ～ 11 か月児
　　　　　健康診査

平成26年1 月～
2 月生まれの児の保護者

たまひよサロン

問室生福祉保健交流センター（☎ 92・5220/IP ☎ 88・9175）

【日時】12 月 5 日（金）・12 日（金）・19 日（金）
　午前 11 時～午後 3 時 30 分

【場所】室生福祉保健交流センター
【内容】クリスマス会
【対象】65 歳以上で介護保険の認定になってい

ない方
【持ち物】100 円ぐらいのプレゼント

ぬくもりサロン（室生地域）

【日時】12 月 8 日（月）午前 11 時～
【場所】榛原保健センター
【対象】精神保健福祉手帳を持っている統合失

調症の方
【内容】○クリスマスパーティーと干支の絵馬

を作ろう！　○情報交換
【申し込み】問まで

「なかま会」のご案内

【相談日時】12 月 4 日（木）・17 日（水）
　午前９時～午後４時

【場所】大宇陀保健センター

「健康相談日」のお知らせ

　「毎食後の歯みがきをする」を目指し、むし歯予防のため取り組みを進めています。
　今回、むし歯予防を目的に、市内各小中学校からポスターを中学校から標語の募集をした
ところ、ポスター 376 作品、標語 743 作品の応募がありました。

( 標語の入賞作品は下記に、ポスターの入賞作品は裏表紙で紹介しています。)
■最優秀賞　「白い歯に　ピンクの歯ぐきで　いい笑顔」　　　山田真悠（榛原中学校１年）
■優 秀 賞　「歯みがきで　今日もすっきり　いい気持ち」　　森本実莉（室生中学校２年）
　　　　　　「歯みがきは　健康になる　第一歩」　　　　　　西川志保（菟田野中学校３年）
　　　　　　「歯みがきで　笑顔いっぱい　キレイな歯」　　　紀本彩花（大宇陀中学校１年）

〈順不同・敬称略〉

歯と口の健康部会から　「平成 26年度歯・口の健康に関する標語」の入賞作品

　子育て中の親子・妊娠
中のママが参加できるお
楽しみ交流会です。

【日時】12 月 10 日（水）
午前 10 時～正午

【場所】子育て支援センター（菟田野保健セン
ター）

【内容】子育ての情報交換、妊娠中のママと先
輩ママの交流会

【持ち物】母子健康手帳
【対象】平成２６年 7 月～９月生まれの乳児と
保護者・妊娠中の方
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ジェネリック医薬品を活用しましょう

保険年金課からお知らせします　（☎ 82・3672 ／ IP ☎ 88・9086）

　市では、被保険者のみなさんのお薬代の自己負担の軽減や、国保財政の健全化の観点から、ジェネリック医
薬品の利用促進に取り組んでいます。ご協力よろしくお願いします。

■「差額通知書」の届いた方はジェネリックのご検討を！
　宇陀市国保では、ジェネリック医薬品に切替えた場合に、1 ヶ月あたり 300 円以上自己負担が下がると見
込まれる被保険者の方に、２カ月に１度、「ジェネリック医薬品に関するお知らせ」（差額通知書）を送付して
います。お薬代の自己負担を節約するために、ジェネリック医薬品への切替のご検討をおすすめします。

【ジェネリック医薬品に関する問合せ】☎ 0120・53・0006( フリーダイヤル )　午前 9 時～午後５時（土日祝日を除く）

国保税休日相談窓口を開設します
 納付が困難な場合や保険証の更新の必要な方のご相談は業務時間内に随時受付していますが、市役所開庁日
に来庁できない方は休日相談を実施しますのでご利用ください。

【期日】12 月 27 日（土）午前 8 時 30 分～午後 5 時【場所】市役所 1 階　保険年金課
※ 12 月は 25 日（木）が納付期限です、口座振替の振替指定日も 12 月 25 日ですので納め忘れのないようお願いします。

差額通知書の送付内容の例（単位 : 円）

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
保
管
を
！

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が

発
行
さ
れ
ま
す
！
　

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・

住
民
税
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
（
平
成
26
年

1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
支

払
証
明
の
書
類
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月
1
日

か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収

証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、

来
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族

あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５
）

問
桜
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
４
４
・
42
・
０
０
３
３
）

ジェネリック医薬品は・・・
新薬の特許満了後に開発
されるため、開発期間が
短く、開発費用も少ない
ため安価な価格が可能と
なります。

国（厚生労働省）が、
先発医薬品 ( 新薬 )
と同等と認めた医
薬品です。

ジェネリック医薬品のご利用にあたっては
医療機関等において、医師・薬剤師とよく
ご相談ください。

処方されたお薬のう
ちジェネリックに切
替可能なものを表示

※飲み薬だけでなく、点眼薬や軟膏などの外
用薬もあります。ただし、すべてのお薬に
対応しているわけではありません。

新薬の 2 割～ 7 割程度の価格で
すので、みなさんの自己負担が
少なくなり、
“ お薬代の節約 ” が
できるのです。
※別途調剤料がかかる場合があります。

処方実績 ジェネリック医薬品に
切り替えた場合に削減
できる自己負担額医薬品名 自己負担相当額

( 胃薬 ) ○○錠 20㎎ ８４０ ２６７～
( 外傷薬 ) △△軟膏 0.05％ ２５６ １３３～
( 消炎剤 ) ××テープ 20㎎ ６２７ ３２６～

合　計 １，７２３ ７２６～

ジェネリック医薬品は複数存
在します。通知書は削減幅が
最も小さい場合を表示。

この例では、お薬代の
約 42％を節約できます！

（節約できる割合は個々に変わります。）

☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分
（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

年
内
に
届
出
を

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
は
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
所
有
資
産
で
す
。

　

家
屋
の
全
部
（
一
部
）
を
本
年

中
に
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
は
、
税

務
課
へ
取
り
壊
し
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
５
月
に
納
税
通

知
書
と
と
も
に
送
付
し
て
い
ま
す

課
税
明
細
書
に
過
去
に
取
り
壊
さ

れ
た
も
の
が
な
い
か
な
ど
再
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
際
の
持
参
物
】
印
か
ん
、

固
定
資
産
課
税
明
細
書

問
税
務
課

（
☎
82
・
１
３
０
６
／
IP
☎
88
・
９
０
７
２
）

平
成
27
年
　
成
人
式
を
開
催

【
日
時
】
1
月
12
日
（
月
）
成
人
の
日

【
場
所
】
文
化
会
館

【
日
程
】
受
付
：
午
前
9
時
～

　
式
典
・
記
念
行
事
・
写
真
撮
影
：

　
　
　
午
前
10
時
～

【
対
象
】
平
成
6
年
4
月
2
日
～
平

成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

（
案
内
状
は
12
月
上
旬
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。）

※
転
出
や
転
入
さ
れ
た
方
で
、
式

に
参
加
希
望
の
方
は
、
12
月
15
日

（
月
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

（
☎
82
・
３
9
７
５
／
IP
☎
88
・
９
３
６
４
）

新
春
綱
引
大
会
を
開
催

【
日
時
】
1
月
25
日
（
日
）
午
前
9
時
～

【
場
所
】
室
生
農
林
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
動
の
方

【
競
技
種
目
】

○
小
学
生
の
部
（
8
人
引
き
）

　

学
年
男
女
に
関
係
な
く
チ
ー
ム

構
成
可
（
引
率
者
が
必
要
）

〇
一
般
の
部
（
6
人
引
き
） 

　
体
重
制
限
関
係
な
く
男
女
混
合
可

【
申
し
込
み
】 

1
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
へ

問
生
涯
学
習
課

（
☎
82
・
３
9
７
５
／
IP
☎
88
・
９
３
６
４

／
ＦＡＸ 

82
・
３
９
０
０
）

問
宇
陀
市
綱
引
連
盟
代
表　
藤
田
方

（
☎
82
・
３
５
８
１
）

平
成
27
年
度
競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
を
受
付
中
で
す

　

市
で
は
、
11
月
よ
り
物
品
関
係

な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
（
指
名
願
）
の
追
加
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
市
内
・
市
外
業
者
、

共
に
郵
送
に
よ
る
受
付
の
み
）

※
既
に
平
成
26
・
27
年
度
の
登
録

を
さ
れ
て
い
る
業
者
は
不
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
う
だ
11
月
号

Ｐ
28
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】
12
月
19
日
（
金
）
ま
で

【
提
出
書
類
】
申
請
書
様
式
な
ど
関

係
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
こ
と
。

【
提
出・問
合
せ
】〒
６
３
３・０
２
９
２

　
榛
原
下
井
足
１
７
番
地
の
３

問
管
財
課

（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
４
）

地
元
の
自
然
・
文
化
資
産
を
活
か
し
て
守
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
基
礎
講
座

を
開
催

　
環
境
省
が
実
施
す
る「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
関
連
業
務
」
の
一
環
と
し
て

専
門
知
識
や
取
り
組
み
経
験
を
有

す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
へ
い
し
、

地 籍 調 査 と 固 定 資 産 税 に つ い て
（ 最 終 回 ）

　市が実施している地籍調査事業（土地の境界や面積
を正確に測量する国・県の補助事業）は、昭和 47 年
から始まり、市の地籍調査対象面積（232.9㎢）に対
する進ちょく率は約 22％にとどまっています。
　市では、この事業を進めていますが、全域完了まで
には、まだまだ相当な年月を要するものと思われます。
前号まで紹介してきました、特例課税（地籍調査前の
登記に記載された地積で課税）を適用していることの
是非は、市議会でも議論されました。
　最終回の今回は、その際にお答えした市の考え方を
報告します。
◆特例課税の影響

（１）公費と人員を割いて実施した地籍調査事業の成
果（地籍調査終了後の登記地積による固定資産税の
課税＝成果課税）が、40 年を経過しても得られて
いないこと。

（２）この特例課税を続けると、固定資産税の課税事
務が今後も煩雑なままとなり、事務費用もかさむこ
と。

（３）従前より実測に基づく登記地積で課税されてい
る人との不均衡が生じていること。

（４）全国的に、82％の自治体が完全成果課税を実施し
ており、更に 15％の自治体が成果課税の一部導入を
実施していること。
◆今後の市の方針

（１）今後も地籍調査事業を進めていく。
（２）平成 28 年度をめどに、地籍調査完了地での成果

課税を実施できるように、関係納税者等の理解を得
ていく。

　市（旧４町村）が、地籍調査事業の推進方策の一つと
して「特例課税を採用し、全域終了まで続ける。」と関係
者に説明してきたことは事実であり、当時からの見通し
の甘さは、反省しなくてはなりません。
　しかし、この特例課税による「費用（受益）対効果」
の不均衡は、遠い将来までの宇陀市に継続させていく
ことはできません。
　地籍調査完了地における固定資産税の成果課税への
移行に向けて、市民のみなさんのご理解ご協力をお願
いします。
問税務課（☎ 82・1306/IP ☎ 88・9072）

写真上・右：平成 26 年 1 月の
　　　　成人式の様子
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【申請期間】12 月１日（月）～ 12 月 26 日（金）
【申請資格】市内に住所を有する法人その他の団体

および個人で、宗教活動または政治活動を主た
る目的とする団体でないこと。

【交付額】補助対象経費の１／２相当額
　　　　　　　　　　　　（上限額 100 万円）

【審査基準】
　①新規性　②地域性　③創意工夫性　④実現性　　
　⑤発展性　の５つの視点から事業を審査します。

【補助対象経費】
　①謝金　②旅費　③原材料費　④設備整備費　
　⑤委託費　⑥雑費　⑦その他市長が認める経費

【申し込み】宇陀市特産品等開発補助事業補助金交
付申請書により申請。申請書は窓口もしくは市
ホームページより入手のこと

【審査方法】認定審査委員会により審査します。
※認定審査委員会では、申請者に事業内容の説明

をしていただきます。

【申請先・問合せ】
問産業企画課
　（☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075）

市の特産品などはホームページでも紹介しています。

　2 次募集　　宇陀市特産品等開発補助事業を募集
　市の農林水産物を活用した新規商品の開発事業に対する補助を目的
に、宇陀市特産品等開発補助事業を実施される方を募集します。

宇陀のブランド化を応援します !!

観
光
地
域
づ
く
り
や
地
域
振
興
の

計
画
策
定
な
ど
、
地
域
ご
と
の
状

況
や
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
】
12
月
16
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

【
場
所
】
う
だ
夢
創
の
里

【
定
員
】
50
名
（
要
申
込
み
）

【
講
師
】
緒
川
弘
孝 

氏
（
観
光
・

地
域
づ
く
り
研
究
員
）
東
京
大

学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
林
学

専
攻
修
士
課
程
修
了

【
参
加
費
】
無
料

※
里
の
ラ
ン
チ
は
７
５
０
円
で
要

申
し
込
み
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
】

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

問
う
だ
夢
創
の
里
（
☎
88
・
９
３
６
７
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

■
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
申
請
を

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
の
有
資

格
者
を
登
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
家
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

に
は
、
農
家
組
合
長
よ
り
登
載
申

請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
た
は
各
地
域
事
務
所
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

【
有
資
格
者
】市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
27
年
3
月
31
日
に
お
い
て
、

20
歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
、
耕

作
を
営
ん
で
い
る
人

○
耕
作
を
営
む
人
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
同
居
の
親
族
の
配
偶
者

で
あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
、
耕

作
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人

の
組
合
員
、
ま
た
は
社
員

【
申
し
込
み
】
平
成
27
年
1
月
10
日

（
土
）
ま
で
に
、
提
出
用
封
筒
に

て
農
業
委
員
会
へ
（
消
印
有
効
）

※
提
出
日
を
過
ぎ
た
も
の
は
、
選

挙
人
登
録
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
農
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
未
来
の
自
分
の
た
め
に
農
業
者
年

金
に
ご
加
入
を

【
加
入
資
格
】
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
方

【
農
業
者
年
金
の
特
徴
・
メ
リ
ッ
ト
】

○
農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
る

○
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
年
金
）
の
年
金

○
保
険
料
の
額
は
自
由
（
月
額
2
万

～
6
万
7
千
円
）
に
決
め
ら
れ
る

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

○
保
険
料
の
全
額
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
税
制
面
の
優
遇
措
置
あ
り

○
認
定
農
業
者
な
ど
意
欲
あ
る
担
い

手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

【
農
業
者
年
金
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w

w
.nounen.go.jp

■
相
続
な
ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得

し
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す

　

相
続
や
時
効
取
得
、
法
人
合
併

な
ど
で
農
地
を
取
得
し
た
場
合
や

賃
借
権
を
相
続
し
た
と
き
は
、
そ

の
農
地
の
所
在
す
る
農
業
委
員
会

へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
委

員
会
は
そ
の
農
地
を
調
査
し
、
効

率
的
な
利
用
が
図
ら
れ
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
は
、
あ
っ
せ
ん
な

ど
を
行
い
ま
す
。

■
農
地
の
無
断
転
用
は
農
地
法
違
反

で
す

　

農
地
は
農
業
上
大
切
な
も
の
で

あ
り
、
一
度
農
地
以
外
の
も
の
に

さ
れ
る
と
元
に
も
ど
す
こ
と
が
困

難
な
た
め
、
適
正
な
農
地
転
用
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
を
転
用
（
住
宅
用
地
や
道

路
、
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
こ
と
に

利
用
す
る
こ
と
）
す
る
場
合
は
必
ず

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
無
許
可

で
行
っ
た
行
為
は
農
地
法
違
反
と
な

り
、
現
状
回
復
命
令
や
懲
役
、
罰
金

な
ど
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

問
農
業
員
会
事
務
局
（
農
林
課
内
）

（
☎
82
・
５
７
８
１
／
IP
☎
88
・
９
０
８
9
）

宇陀市　特産品・名産品
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「
中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式

と
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

を
開
催

【
日
時
】 

12
月
7
日
（
日
）

　
午
後
12
時
30
分
～

【
場
所
】
宇
陀
市
文
化
会
館

【
内
容
】

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
奈
良
県
大
会
表
彰
式

　
　
優
秀
賞
作
品
の
朗
読
・
講
評

○
講
演

　
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
こ
う
」

　
講
師
：
麻
倉
ケ
イ
ト
さ
ん

　
（
歌
手
・
モ
デ
ル
／
桜
井
市
出
身
）

○
吹
奏
楽
演
奏

「
宇
陀
市
内
4
中
学
校
吹
奏
楽
部
」

　

榛
原
中
学
校
の
単
独
演
奏
と
菟

田
野
、
大
宇
陀
、
室
生
の
3
中

学
校
の
合
同
演
奏
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

問
人
権
推
進
課

（
☎
82
・
２
１
４
７
／
IP
☎
88
・
９
０
７
７
）

手
作
り
の
凧
で
凧
上
げ
を
し
よ
う
！

た
こ
あ
げ
大
会
を
開
催

【
日
時
】
1
月
18
日
（
日
）
小
雨
決
行

午
後
1
時
～
（
受
付
は
午
後
12
時

30
分
～
）

【
場
所
】
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

【
対
象
】
３
歳
以
上
（
3
歳
～
6
歳

ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

【
定
員
】
60
人

【
参
加
費
】
１
0
０
円
（
当
日
徴
収
）

【
持
ち
物
】
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

運
動
靴
・
凧
の
持
参
も
可

【
内
容
】
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
た
こ
を
つ

く
り
、
広
場
で
た
こ
あ
げ
。
そ
の

後
、
温
か
い
豚
汁
の
ふ
る
ま
い
。

【
申
込
期
間
】
12
月
8
日
（
月
）
～

1
月
12
日
（
月
）

※
年
末
年
始
・
火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）
を
除
く

【
申
し
込
み
】
申
込
期
間
中
に
、
☎

も
し
く
は
窓
口
に
て

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
一
般
駐

車
場（
有
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

（
☎
82
・
７
４
１
１
／
IP
☎
88
・
９
１
０
５
）

職
員
募
集

■
人
事
課

保
健
師
（
正
職
員
）

【
募
集
人
員
】
１
名

【
要
件
】
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
保
健
師
免
許
取
得

者
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
に
保
健
師
免
許
を
取
得

す
る
見
込
み
の
人

【
１
次
試
験
日
】

　
平
成
27
年
1
月
11
日
（
日
）

【
申
込
受
付
期
間
】
12
月
9
日
（
火
）

～
19
日
（
金
）（
郵
送
に
よ
る
申

込
は
12
月
19
日
消
印
有
効
）

【
申
し
込
み
】
人
事
課
窓
口
ま
た
は

郵
送
に
よ
り
「
採
用
試
験
申
込

書
」
を
入
手
の
う
え
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
。

○
郵
便
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
封

（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30 分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　12 月 10・17 日（水）
    ①10：00 ～　②10：45 ～　③11：30 ～　
　おはなしクラブ 『クリスマス特別バージョン』(約45分)
　12 月 13 日（土） 10：30～ 　
　 27 日（土） 10：30～（３～５歳）、11:15 ～（6 ～ 12 歳）
　放課後子ども教室
　12 月 3・10・17 日（水）15：30 ～
★映画会（約30 分）
　　『まんがイソップ物語』アリとキリギリス　ほか
    12 月20 日（土）11：00 ～
★エコクラフト教室（約2 時間）
　　『エコクラフトテープでかごを作ろう！』
    12 月7 日（日）13：30 ～　※申し込みは 12 月 1 日～
★にんぎょう劇（約40 分）
　　『赤ずきんちゃん』　ほか
    12 月6 日（土） 　①13：00 ～　②14：00 ～
（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなしおはなしクリスマス（約90分）
   12 月13 日（土）14：00～　場所：セミナー室（2F）
★映画会（約70分）『かいけつゾロリ』
　12 月20 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

３回内容同じ

いずれも水曜日

２回公演

定員 15 名

文化会館だより　12月の展示ホール催し（11月7日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 時間 対象

20 土

クリスマスロビーコンサート
ピアノ♪ビートが贈る

子どもたちのクリスマス音楽会
いっしょに、音楽に合わせてクリスマ

スを楽しみましょう！！

東ピアノ教室 午後 2時～ 一般
無料

　12 月の休館日（2・9・16・23・24・28 ～１月 4 日）　
大宇陀拾生 871（☎ 83・0977）

　体は男性、心は女性という性
同一性障害の運命に翻弄されな
がらも、そのことをカミングア
ウトし、現在は、前向きに花嫁
モデルとして、メディアでも注
目をあつめ、歌手・タレントと
しても活躍する麻倉さん。
　今回の講演では前向きに生き
てきた人生について語っていた
だきます。



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

子
育
て
・
保
健

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

　2014年12月号27

【
時
給
】
１
，
２
０
０
円

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
免
許
状
の

写
し
を
提
出

保
育
士
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】
市
内
保
育
所

【
要
件
】
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の

有
資
格
者

【
勤
務
時
間
】
7
時
間
45
分

【
時
給
】
９
４
０
円

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明

書
の
写
し
を
提
出

問
子
ど
も
支
援
課

（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

■
総
合
体
育
館

プ
ー
ル
監
視
員
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
要
件
】週
２・
３
日（
土
日
も
含
む
）

勤
務
可
能
な
人

※
高
校
生
以
下
は
不
可

【
募
集
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
９

時
ま
で
の
２
交
代
制（
シ
フ
ト
制
）

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
の

場
合
、
翌
日
休
館
）

【
時
給
】
７
４
０
円
（
昼
間
）・

７
９
０
円
（
夜
間
）

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
を
提
出

問
総
合
体
育
館

（
☎
82
・
６
５
６
１
／
IP
☎
82
・
０
5
１
１
）

筒
の
表
に
必
ず
「
採
用
試
験
申

込
書
請
求
（
保
健
師
）」
と
朱
書

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封

筒
（
角
形
２
号
、
A4
サ
イ
ズ
）

を
同
封
の
う
え
左
記
ま
で
請
求

す
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
申
込
書
と
同
時
に

配
布
す
る
「
採
用
試
験
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
合
せ
】
〒
６
３
３・０
２
９
２

　
榛
原
下
井
足
17
番
地
の
3

　
宇
陀
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会

　
（
人
事
課
内
）

問
人
事
課

（
☎
82
・
１
３
０
３
／
IP
☎
88
・
９
０
６
９
）

■
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

看
護
師
（
正
職
員
）

【
募
集
人
員
】
2
名

【
要
件
】
看
護
師
免
許
の
有
資
格
者

【
申
し
込
み
】
履
歴
書
・
資
格
証
明

書
の
写
し
を
提
出

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
５
）

■
子
ど
も
支
援
課

保
健
師
・
看
護
士
（
准
看
護
士
）

　
（
臨
時
職
員
）

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】
市
内
保
育
所

【
要
件
】保
健
師
ま
た
は
看
護
士（
准

看
護
士
）
の
有
資
格
者

※
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
要
相
談

【
勤
務
時
間
】
7
時
間
45
分

　
柿
本
人
麻
呂
（
万
葉
歌
人
）
の
歌
が
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
旧
暦
の
11
月
17
日
に
あ

た
る
日
に
「
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
1
月
7
日
（
水
）

　

午
前
4
時
～
7
時
頃

【
場
所
】
か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
万
葉
公
園
（
大
宇
陀
迫
間
）

【
催
し
物
】

○
中
央
公
民
館

　

特
別
公
開
壁
画
「
阿
騎
野
の
朝
」

○
万
葉
公
園

　

焚
き
火
を
囲
ん
で
万
葉
講
話　

○
東
屋

　

入
賞
短
歌
展
示
・
温
か
い
お
も
て
な
し　

○
万
葉
公
園
駐
車
場

　

阿
騎
野
朝
市
（
特
産
品
、
農
産
物
、
う
ど
ん
な
ど
）

問
宇
陀
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

第
43
回　
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会
を
開
催　

鳥
見
山
で
「
新
春
ご
来
光
祭
り
」
を
開
催

　
元
旦
の
早
朝
、
墨
坂
神
社
か
ら
歩
い
て
鳥
見
山
公
園
へ
登
り
、
一
緒
に
美
し
い
初

日
の
出
を
眺
め
ま
せ
ん
か
？
墨
坂
も
鳥
見
山
も
記
紀
・
万
葉
に
関
係
す
る
史
跡
で
す
。

地
元
の
歴
史
を
考
え
な
が
ら
清
々
し
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
】
1
月
1
日
（
木
）

【
場
所
】
鳥
見
山
公
園

【
内
容
】
○
午
前
5
時
：
各
自
、
墨
坂
神
社
で
初
詣　

○
午
前
5
時
30
分
：
鳥
見
山
公
園
へ
出
発
（
徒
歩
）

○
午
前
7
時
頃
：
ご
来
光
（
以
後
自
由
解
散
）

【
持
ち
物
】
防
寒
対
策
･
懐
中
電
灯

※
会
場
（
墨
坂
神
社
･
鳥
見
山
公
園
）
へ
の
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
時
は
中
止
。

問
宇
陀
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

（
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
）
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年
末
年
始
の
業
務
の
お
知
ら
せ

12
月
27
日
～
翌
年
1
月
5
日
ま
で
、
市
の
業
務
は
休
業
と
な
り
ま
す
。

■ ご み 収 集 ■
■生ごみ収集業務
通常業務 12 月 26 日（金）まで

年始ごみ収集 1 月 5 日（月）から通常どおり
※室生地域は 1 月 6 日（火）から

■不燃ごみ収集業務
　1 月第 1 週の収集業務は休止となります
地　域 振　替　日 種　類

榛原
※

1 月 1 日 ( 木 ) → 1月8日（木）金属・ビン類

1 月 2 日 ( 金 ) → 1月9日（金）金属・ビン類

上記以外は 1 月 5日 ( 月 )から通常収集
※榛原地域で第 1 回目の木・金曜日の上記種類の

収集にあたる地域

■護美センター　（☎ 82・6521）
通常業務 12 月 27 日（土）正午まで

年末ごみ持ち込み
12 月 29 日（月）　8：30 ～正午
　　　　　　13：00 ～ 16：30

12 月 30 日（火）　8：30 ～正午

年始ごみ持ち込み 1 月 5 日（月）から通常どおり

※年末は大変混雑しますので、必ず指定袋にて分
別し、粗大ごみには粗大ごみシールを貼って持
ち込んでください。粗大ごみシールは、護美セ
ンターでは販売していません。

■宇陀クリーンセンター（☎ 83・2296）
通常業務 12 月 26 日（金）

年末ごみ持ち込み
12 月 29 日（月）　 9：00 ～正午
　　　　　　13：00 ～ 15：00

12 月 30 日（火）　9：00 ～正午

年始ごみ持ち込み 1 月 5 日（月）から通常どおり

※粗大ごみ・不燃物は持ち込めません。

■東宇陀クリーンセンター（☎ 92・2444）
通常業務 12 月 26 日（金）まで

年末ごみ持ち込み
12 月 29 日（月）　 9：00 ～正午
　　　　　　13：00 ～ 15：30
12 月 30 日（火）　9：00 ～正午

年始ごみ持ち込み 1 月 5 日（月）から通常どおり

年始ごみ収集 1 月 6 日（火）から通常どおり

問環境対策課（☎ 82・2202/IP ☎ 88・9078)

■し 尿 収 集■
■電話受付業務

【年末】12 月 25 日（木）まで
【年始】1 月 14 日（水）から
■し尿収集業務

【年末】12 月 29 日（月）まで
【年始】1 月 14 日（水）から

収 集 地 域 収集業者名

大宇陀地域 宇陀清掃社
☎ 82・1093

菟田野地域 榛原清掃組合　
☎ 82・4777

榛

原

地

域

角柄・柳・小鹿野・西峠・新
町・宮本・菟田川・駅前・新
駅前・奥口田辺・鳥見・富士見・
萩乃里・下井足・篠楽・雨師・
安田・笠間・上井足・足立・
白樺台・池上・高塚・福西・
栗谷・比布・石田・山路・大貝・
澤・三宮寺・母里・内牧・八滝・
諸木野・赤埴・高井・自明

榛原清掃組合　
☎ 82・4777

戒場・山辺三・五月ヶ丘・額井・
赤瀬・長峯・福地・玉立・墨坂・
新吉田・福田・上ノ町・東町・
稲荷・桧牧・五味原・荷阪

宇陀清掃社
☎ 82・1093

室生地域 宇陀環境開発
☎ 0744・22・3449

問環境対策課（☎ 82・2202/IP ☎ 88・9078)

■ 動物愛護センター業務 ■
【所有者が判明しない犬の捕獲・引き取り】
　　12 月 18 日（木）まで

【犬猫所有者からの引き取り】
　　12 月 19 日（金）まで

【捕獲休止期間】
　　12 月 18 日（木）～ 1 月 4 日（日）
※捕獲等休止期間中は、捕獲箱の利用ができ
ません。ご協力をお願いします。
問動物愛護センター（☎ 83・2631)
問環境対策課（☎ 82・2202/IP ☎ 88・9078)

冬
季
・
長
期
の

   

休
館
・
休
園
な
ど

■
総
合
体
育
館

　

老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
工
事
の
た

め
長
期
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
休
館
期
間
】
平
成
27
年
1
月
4
日
（
日
）

～
3
月
31
日
（
火
）

※
総
合
運
動
場
、
室
内
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
は
通
常
ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
総
合
体
育
館

　
（
☎
82
・
６
５
６
１
／
IP
☎
82
・
０
5
１
１
）

■
室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森

　

例
年
の
と
お
り
冬
季
休
園
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
休
園
期
間
】
12
月
27
日
（
土
）
～
平
成

27
年
2
月
28
日
（
土
）

問
企
画
課

　
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

問
室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森

　
（
☎
93
・
４
７
３
０
）
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施 設 名 休業・休館期間
ふるさと元気村 12 月 25 日（木）～ 1 月 10 日（土）
音楽の森ふれあい館 12 月 28 日（日）～ 1 月 6 日（火）
奈良カエデの郷「ひらら」 12 月 29 日（月）～ 1 月 5 日（月）
まちづくりセンター「千軒舎」12 月 29 日（月）～ 1 月 4 日（日）
歴史文化館「薬の館」 12 月 15 日（月）～ 1 月 15 日（木）
まちなみギャラリー「石景庵」12 月 16 日（火）～ 1 月 15 日（木）
歴史文化館「旧旅籠あぶらや」12 月 15 日（月）～ 1 月 15 日（木）
保養センター「美榛苑」 12 月 24 日（水）～ 12 月 26 日（金）
大宇陀温泉「あきののゆ」 年末年始休館なし
道の駅「宇陀路室生」 12 月 31 日（水）～ 1 月 1 日（木）
道の駅「宇陀路大宇陀阿騎野宿」 年末年始休館なし
観光案内所「うだ観処」 12 月 26 日（金）～ 1 月 7 日（水）

■宇陀市公共交通■
大宇陀南部線 12 月 29 日 ( 月 ) ～ 1 月 3 日（土）
榛原大野線 12 月 27 日 ( 土 ) ～ 1 月 4 日（日）

デマンド型乗合
タクシー

12 月 27 日 ( 土 ) ～ 1 月 4 日（日）
※年始は、1 月 4 日午前 8 時 30
分から予約受付を開始

社会福祉協議会
らくらくバス 12 月 27 日 ( 土 ) ～ 1 月 4 日（日）

ほっとバス錦運行協議会
ほっとバス錦 12 月 27 日 ( 土 ) ～ 1 月 4 日（日）

　問企画課（☎ 82・1362 ／ IP ☎ 88・9074）

■公共施設予約システム ■
【仮予約停止期間】
　　12 月 29 日（月）～ 1 月 3 日（土）
※期間中は空き状況の照会のみとなり、仮予約をする

ことはできません。
【年始】1 月 4 日（日）午前９時から通常どおり仮予

約が可能となります。
問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／ IP ☎ 88・9083）

■は閉庁・閉館日
12 月 １月

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

■市役所・庁舎
市役所・地域事務所
室生福祉保健交流センター
■病院
宇陀市立病院
国保直営田口診療所 予
国保直営東里診療所
■スポーツ・レクリエーション施設
総合運動場
大宇陀運動場
菟田野運動場
榛原運動場
内牧運動場
室生運動場
総合体育館
大宇陀体育館
榛原体育センター
農林トレーニングセンター
大宇陀ふれあい交流ドーム
菟田野ゲートボール場
榛原ゲートボール場
やまなみドーム
平成榛原子供のもり公園
室生オートキャンプ場
室内温水プール
グリーンテニスコート
■文化施設・社会教育施設
図書館（中央・大宇陀）
文化会館
菟田野農林センター
菟田野産業振興センター
農林会館
榛原総合センター
大和富士ホール
たかぎふるさと館
室生振興センター
中央公民館（大宇陀）
菟田野分館
榛原分館
室生分館
大宇陀人権交流センター浴室
■は閉庁・閉館日 12 月 １月

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

■各公共施設の閉館■ ■観光施設・その他の休業■

■
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の
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み
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桜井宇陀広域連合
＜ 2015 年「桜井宇陀」カレンダー＞発売

【販売部数】限定 200 部（先着順）
【価　　格】700 円（送料別）
【発  売  日】 12 月 1 日（月）より
【申し込み】郵便番号・住所・氏名・電話番号・申込

部数を明記のうえハガキまたは、FAX で。
【支払方法】カレンダー受領後、同封の振込用紙にて。
【申込・問合せ】〒 633-0021 桜井市大字倉橋 2116-2
問桜井宇陀広域連合事務所

（☎ 0744・44・1444 ／ FAX 0744・44・1445）

全 13 頁
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　学童保育では、労働などで放課後帰宅しても保護者が
家庭にいない児童を対象に、学校の空き教室を利用して、
授業の終了後に遊びを中心とした健全な育成を行ってい
ます。入室には今回の申し込みが必要です。

【受付期間】12月 1日（月）～ 12日（金）
詳しくは、広報うだ 11 月号Ｐ 18 をご覧ください。

　問子ども支援課（☎ 82・2236 ／ IP ☎ 88・9080）

平成 27年度
　大宇陀・榛原・菟田野地域
　学童保育児童の申し込み受付中

宇陀市ホームページ
ご覧ください

宇陀市ホームページ
ご覧ください

「ホット
ニュース

」

「まちの
わだい」

過去の動
画もある

よ

贈らない・求めない・受け取らない
○政治家や立候補予定者が、政党や親族以外の選挙区内の人に寄附することは禁止されて

います。
○お中元や、お歳暮、結婚などの祝い事、地域の祭りや運動会への差し入れなども、罰則

の対象です。
○これらを受け取ったり、政治家に寄附を求めたりすることも禁止されています。

年賀状などのあいさつ状の禁止
答礼のために自筆で行う場合を除き、政治家が選挙区内の人に年賀状などのあいさつ状を
出すことは禁止されています。

政治家の寄附は禁止です 問選挙管理委員会事務局（総務課内）
（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

明るい選挙の
イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

ご注意ください !!
　　ウッピー商品券には有効期限があります
　券裏面に記載した有効期間をご確認の上、有効期間内にご利用ください。
有効期間を過ぎますとご利用いた
だけませんのでご注意ください。

問商工観光課（☎ 82・2457
　　　　　　／ IP ☎ 88・9081）

お仕事を探されているみなさんへ
　ハローワーク桜井では、資格や経験を活かせる求人や
未経験でも応募できる求人など、数多くの求人が申し込
まれ、正社員・パートなどライフスタイルに合わせた求
人を簡単な操作で探して、紹介を受けることができます。
ぜひ、一度ご来所ください。
　なお、市役所１階ふるさとテラスに、求人情報さくら
い（常用・パート別で周１回発行）を設置しています。
※宇陀市役所で毎月第2水曜日、巡回職業相談（P31参照）
を行っています。
問ハローワーク桜井・職業相談部門
　（☎ 0744・45・0112）
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人権・行政相談
［予約不要］

12 月 3 日（水）

9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター
◆人権相談については
人権推進課（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）
◆行政相談については
総務課（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

12月10日（水） 室生振興センター
12月15日（月） 大宇陀地域事務所
12月17日（水） 宇陀市役所（214 会議室）

消費者相談窓口
［予約不要］

12 月 1 日・8 日・
15 日・22 日

（各月曜日）
13：00 ～ 16：00 宇陀市役所

（213 会議室）
商工観光課

（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

税務相談センター
［要予約］ 12月17日（水）

13：00 ～ 16：00
（1 人約 30 分以内）

※受付は午後 3 時 30 分まで

宇陀市役所
（213 会議室）

税務課
（☎ 82・1306 ／ IP ☎ 88・9072）

こころの健康相談
［要予約］ 12月16日（火） 13：30 ～ 16：30 室生福祉保健

交流センター

介護福祉課
（☎ 82・3675 ／ IP ☎ 88・9088）
室生福祉保健交流センター

（☎ 92・5220 ／ IP ☎ 88・9175）
ＤＶ相談

［要予約］ 12月24日（水） 13：00 ～ 16：00
（1 人 50 分・1 日 3 人）

予約の際に
お知らせします

人権推進課
（☎ 82・2147 ／ IP ☎ 88・9077）

心配ごと相談
［予約不要］

12 月 3 日（水）
9：00 ～ 12：00

菟田野人権交流センター 菟田野地域事務所
（☎ 84・2521 ／ IP ☎ 88・9188）
室生地域事務所

（☎ 92・2001 ／ IP ☎ 88・9182）
大宇陀地域事務所

（☎ 83・2251 ／ IP ☎ 88・9195）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

12月10日（水） 室生振興センター
12月15日（月） 大宇陀地域事務所

12月22日（月） 9：00 ～ 12：00
12：30 ～ 15：30 榛原総合センター

若者自立のための
無料相談［要予約］12 月 9 日（火）

14：00 ～ 17：00
（※相談員の都合で中止と

なる場合があります。）
宇陀市役所

（213 会議室）
若者サポートステーションやまと

（☎ 0744・44・2055）

中南和法律相談
センター［要予約］

12月19日（金）
相談日の 1 週間前より

受付（1 人 30 分）
13：00 ～ 16：00

宇陀市役所（213 会議室）
他の相談場所も利用できますので、

奈良弁護士会にご確認ください
奈良弁護士会

（☎ 0742・22・2035）

巡回職業相談
[ 要予約 ] 12月10日（水） ９: ００～ 12：00

13：00 ～ 16：00
宇陀市役所

（213 会議室）
厚生保護課

（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

弁護士による
福祉専門相談

[ 要予約 ]
12 月 9 日（火） 10：00 ～ 12：00

(1日：60分・1日：2人)
市社会福祉協議会 宇陀市社会福祉協議会

（☎ 84・4116 ／ IP ☎ 88・9202）精神科医による
専門相談
[ 要予約 ]

12月15日（月） 14：00 ～ 16：00
(1日：60分・1日：2人)

◆特設人権相談の開設
　12 月４日から 10 日までは、「人権週間」と定めら
れており、この期間中は，全国で人権意識の確立と高
揚を図るため、集中的に啓発活動などが行われます。
本市では、この週間にあわせ、下記のとおり人権擁
護委員による「特設人権相談」を開設します。
　いじめや体罰、女性・障がい者
などに対する差別の問題、家庭内
や近隣間のもめごと・なやみごと
など、人権に関するあらゆる困り
ごと、心配ごとがありましたら気
軽にご相談ください。（予約不要・相談無料・秘密厳守）
日時：12 月９日（火）午前９時～午後 3 時
場所：宇陀市役所　214 会議室
問人権推進課（82・2147/IP ☎ 88・9077)

　　平成 27年１月から
　毎月実施している人権相談日が変更
になります。

[ 人権相談開設日 ]
・偶数月の第１水曜日：菟田野人権交流センター
・奇数月の第２水曜日：室生振興センター
・偶数月の第３水曜日：宇陀市役所
・奇数月の 15 日：大宇陀人権交流センター
[ 開設時間 ] 午前 9 時～正午
※相談日が休日・祝日の場合は翌日になりま
す。

問人権推進課（82・2147/IP ☎ 88・9077)
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窓 口 業 務

市民課では上記の日時に住民票、
印鑑証明、戸籍抄本などの発行
業務を行っています。（税関係を除く）

◆毎月第 2・4土曜日

12月は13日と27日です。

◇午前 8:30～正午

※住民基本台帳ネットワークシステム
　関連業務は行っていません。

のご案内

12 月議会定例本会議開催中は、予定の
番組を変更して議会の模様を生中継で
放送します。ぜひ、ご覧ください。

種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日
自 衛 官 候 補 生
( 男 子 ）

18 歳以上 27 歳
未満

お問い合わせく
ださい

受付時にお知らせし
ます

防 衛 大 学 校
学 生

高 卒（ 見 込 含 ）
21 歳未満の男女

一般（後期）
1 月 21 日～ 30 日

１次：2 月 28 日
２次：3 月 13 日

高 等 工 科 学 校
（ 生 徒 ）

男子で中卒（見
込含）17 歳未満
の 成 績 優 秀 か つ
生 徒 会 活 動 な ど
に 顕 著 な 実 績 を
納 め、 学 校 長 が
推薦できる者）

（推薦）
11 月１日～
　　　12 月 5 日

1 月 10 日～ 12 日
（内１日）

中卒（見込含）
17 歳未満の男子

（一般）11 月１日
～ 1 月 9 日

１次 :1 月 24 日
２次：2 月 5 日～ 8 日

■ 自 衛 官 募 集

問自衛隊天理募集案内所（☎ 0743・63 ‐ 2540）　HP:http://www.mod.go.jp/pco/nara

■競争入札等参加資格申請の受付
　奈良県広域消防組合が発注する物品調達および役
務提供業務の契約に関する競争入札等に参加するた
めには、申請が必要です。
対象業種　物品調達：登録品目は要領の物品種目別
一覧により確認してください
役務提供など：登録業種は要領の役務業種別一覧に
より確認してください
有効期間　平成 30年 3月 31日
申請受付期間　平成 27年 2月 2日～ 25日
※土・日・祝日を除く午前 9時～正午・午後 1時～
5時の間。持参または郵送にて提出）
※平成 27年 1月 30日をもって「平成 26年度の入
札等参加申請」を終了します。
問奈良県広域消防組合消防本部　総務部施設管理課
契約係（☎ 0744・26・0119）
　〒 634‐ 0816　橿原市慈明寺町 149‐ 3

■平成 26 年度応急手当普及員講習のご案内
　応急手当普及員とは？
　応急手当普及員自身が所属する事業所（多数の者
が出入りする事業所）の従業員および地域の団体な
どを対象に消防機関と連携して、救命講習の指導を
実施できる方のこと。
◆応急手当普及員養成講習
日時：平成 27年 2月 3日（火）～ 5日（木）
　午前 9時～午後 5時
◆応急手当普及員再講習
日時：平成 27年 2月 6日（金）
　　　午前 9時～正午
場所　かしはら安心パーク（橿原市東竹田町224‐1）
申し込み　1月 5日（月）～ 20日（火）までに、奈
良県広域消防組合各消防署へ
問奈良県広域消防組合消防本部　救急部
　（☎ 0744・26・0116）

奈 良 県 広 域 消 防 組 合 か ら お 知 ら せ

◎ 詳 細 お よ び 申 請 書 類 ・ 申 込 用 紙 な ど は 広 域 消 防 組 合 ホ ー ム ペ ー ジ （ h t t p : / / w w w .
n a r a k s k 1 1 9 . j p / ） を ご 覧 く だ さ い 。

■ 予 備 自 衛 官 募 集
資格

（一般）18 歳以上 34歳未満
（技能）18 歳以上で国家免許資格
等を有する者（資格により 53 歳
未満～ 55歳未満）
受付期間　1 月 8日～ 3月 24日
試験期日 4 月 10日～ 4月 14日
　　　　　（内 1日）
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このコーナーは、市民の自主
的な活動を支援することを
目的に設けています。
■掲載記事は 100文字程度
■営利目的、政治・宗教に関する
もの、金銭的トラブルが生じる
おそれがあるもの、不特定多数
の市民を対象としないものは掲
載不可
■紙面の都合で掲載できない場合
があります
■原稿は掲載月の前月 5日までに
秘書広報情報課まで

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／
IP ☎ 88・9083 ／ FAX82・3900）

■ダリア染め教室開催！参加者
　宇陀松山華小路で使ったダリア
の花を染料にして、染め物教室を
開催します。
日時　12 月 14日（日）
　午後 1時～ 4時
場所　まちなみギャラリー石景庵
講師　村田浩子先生（畿央大学教授）
参加費　1,000 円（材料費）
申し込み　12 月 12日（金）
問宇陀松山華小路実行委員会

■放送大学で学んでみませんか？
　放送大学では、平成 27 年度第
1学期（4月入学）の学生を募集
中です。放送大学はテレビなどの
放送やインターネットを通して学
ぶ通信制の大学です。心理学・福祉・
経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
出願期間　3月 20日まで
※資料を無料で差し上げています。
お気軽に問までご請求ください。
　放送大学ホームページでも出願
できます。
問放送大学奈良学習センター
　（☎ 0742・20・7870）

■カエデの郷「ひらら」
　1 周年記念！
　　給食ランチ・ミニライブ
　昨年 12 月より給食ランチを提
供、みなさまから好評中です。今
回、4種類の手作りケーキ＆フルー
ツバイキングを予定しています。
　同日、「1周年記念ミニライブ」
も開催します。
日時　12 月 7日（日）
　午前 11時 30分～：ランチ開始
　午前 11時 40 分～：フルート・
ピアノのアンサンブル演奏
　午後0時40分～：バンド「フォー
ティズ」の演奏
場 所　「カエデの郷ひらら」内
Cafe カエデ
ランチ内容　ミートローフ・フラ
イドポテト・サンドイッチ・クリー
ムシチュー
〈1,000 円（1人）限定 50食〉
問カエデの郷事務局（☎ 84・2888）

※土・日・祝は対象外です。（ポイント対象外のイベントです）
※必ず市民ポイントカードか宇陀市民と確認が取れる  
   証明証をフロントにてご提示ください。

12月[平日]限定！
宇陀市民の方入浴割引デー開催！
大人：600円　小人：300円

平成 26 年 12 月末
市民特典カード引換券

五味司法書士
広告

　田川方（☎ 080・2547・1980）

■「母子家庭と寡婦会員の交流会」
　参加者
　手軽に作れる、いちごの簡単
ショートケーキを作ります。
日時　12 月 21日（日）
　午後 1時 30分～４時
場所　榛原総合センター（２階）
参加費　無料
定員　20 人
申し込み　12 月 12日（金）
問大宇陀：森田方（☎ 83・2298） 
　榛原：野田方（☎ 82・0130）
　室生：吉岡方（☎ 92・2050）
　菟田野：中村方（☎ 84・3229）

■ビンテージカー ニューイヤー
　ミーティング出店者
日時　1 月 2日（金）
　午前 10時～午後 3時
場所　総合体育館駐車場
内容　車両展示、部品交換、人気
投票、じゃんけんゲーム（予定）
参加規格　1985年代（昭和60年）
までに製造された国内外の車両も
しくはビンテージ（レア車、スー
パーカーは年式不問）とみなされ
る車両（２輪３輪等含む）
参加費　車両展示 1,000 円 /1 台
部品交換会　2,000 円 /1 ブース
（約５ｍ×５ｍ）
飲食出店　3,000 円 /1 ブース（約
５ｍ×５ｍ）
申 し 込 み　http://web1.kcn.jp/
vintagecar-uda/top から、詳細
もご確認ください。
問ビンテージカーニューイヤー
　ミーティング実行委員会 東口方
　（☎ 090・6202・0037）
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○

○

壬
申
の
乱
、
そ
の
背
景

　

六
七
二
年
六
月
、
天
智
（
て
ん
じ
）
天
皇

の
子
「
大
友
皇
子
」
と
天
皇
の
実
弟
「
大
海

人
（
お
お
あ
ま
）
皇
子
」
と
の
間
の
皇
位
継

承
権
を
め
ぐ
る
約
１
ヵ
月
に
及
ぶ
内
乱
、「
壬

申
の
乱
」
が
勃
発
し
ま
す
。
壬
申
の
乱
は
、

宇
陀
も
そ
の
戦
い
の
舞
台
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
乱
よ
り
少
々
、時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、『
日

本
書
紀
』
か
ら
そ
の
背
景
を
た
ど
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

聖
徳
太
子
の
死（
六
二
二
）に
よ
り
大
豪
族
・

蘇
我
氏
を
抑
え
る
者
が
い
な
く
な
り
、
蘇
我

氏
の
勝
手
な
振
る
舞
い
は
甚
だ
し
い
も
の
と

な
り
、
そ
の
勢
力
は
天
皇
家
を
凌
ぐ
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
推
古
天
皇
三
四
年
（
六
二
六
）

に
は
、
蘇
我
馬
子
が
亡
く
な
り
、
子
の
蝦
夷

が
大
臣
と
な
り
、
権
力
を
手
中
に
し
て
い
ま

し
た
。
推
古
天
皇
崩
御
（
六
二
八
）
後
は
、

田
村
皇
子
を
天
皇
に
即
位
さ
せ
、舒
明
（
じ
ょ

め
い
）
天
皇
と
し
ま
し
た
。

　

舒
明
天
皇
崩
御
（
六
四
一
）
後
、
皇
后
の

宝
皇
女
が
即
位
し
、
皇
極
（
こ
う
ぎ
ょ
く
）
天

皇
と
な
り
ま
す
が
、
蘇
我
氏
の
横
暴
は
相
変

わ
ら
ず
で
す
。
蘇
我
蝦
夷
（
え
み
し
）
の
子
、

入
鹿
（
い
る
か
）
は
、
蘇
我
氏
の
血
を
ひ
く

古
人
大
兄
（
ふ
る
ひ
と
の
お
お
え
）
皇
子
を
次

期
天
皇
に
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
は
、
有
力

な
皇
位
継
承
者
で
あ
る
山
背
大
兄
（
や
ま
し

ろ
の
お
お
え
）
王
の
存
在
が
邪
魔
で
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
六
四
三
年
に
は
、
山
背
大
兄
王
が

住
む
斑
鳩
宮
を
攻
め
、
聖
徳
太
子
の
血
を
引

く
上
宮
王
家
を
滅
亡
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

目
に
余
る
蘇
我
氏
の
政
治
に
対
し
、
中
大

兄
（
な
か
の
お
お
え
）
皇
子
は
、中
臣
鎌
子
（
な

か
と
み
の
か
ま
こ
・
の
ち
の
藤
原
鎌
足
）
ら

と
謀
り
、六
四
五
年
、「
乙
巳
（
い
っ
し
）
の
変
」

と
い
わ
れ
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
ま
し

た
。
こ
の
政
変
に
よ
り
、
蘇
我
氏
（
蘇
我
本

宗
家
）
は
滅

び
、
そ
の
後
、

中
大
兄
皇
子

は
体
制
を
刷

新
し
、「
大
化

の
改
新
」
と

も
呼
ば
れ
る

政
治
改
革
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
大
化
の
改

新
」、
ご
存
じ

で
す
か
。
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12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」
で
す

国
連
は
、世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
世
界
人
権
デ
ー
」

と
し
、
人
権
擁
護
、差
別
の
是
正
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
を
賞
す
る
た
め
に
、

５
年
ご
と
に
国
連
人
権
賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
10
月
9
日
に
武
装
集
団
が
、あ
る
女
性
を
銃
で
撃
ち
ま
し
た
。

撃
た
れ
た
の
は
、
２
０
１
３
年
に
こ
の
国
連
人
権
賞
を
受
賞
し
、
今
年
10

月
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
が
決
定
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
女
性
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス

フ
ザ
イ
さ
ん
で
し
た
。
彼
女
は
事
件
後
、
奇
跡
的
な
回
復
を
果
た
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
拠

点
に
女
性
や
子
ど
も
の
権
利
の
向
上
を
訴
え
る
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
話

さ
れ
ま
し
た
。

【
国
連
で
の
演
説
か
ら
一
部
抜
粋
】

　
「
彼
ら
は
、
銃
弾
で
私
た
ち
を
黙
ら
せ
、
私
た
ち
の
活
動
を
妨
害
し
よ
う
と
考
え
た

の
で
し
ょ
う
が
失
敗
し
ま
し
た
。
私
の
人
生
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
一
つ
な
く
、
絶
望

の
か
わ
り
に
強
さ
や
勇
気
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

世
界
で
は
、
テ
ロ
、
戦
争
、
紛
争
で
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
ず
、
児
童
労
働
や

低
年
齢
で
の
結
婚
の
強
要
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
少
女
た
ち
少
年
た
ち
は
学
校
に
行
け
る
こ
と
を
、
そ
し
て
明
る
い
平
和
な
未
来

を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
テ
ロ
と
暴
力
に
立
ち
向
か
い
、
残
虐
行
為
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ

と
を
、
発
展
途
上
国
の
女
の
子
た
ち
の
教
育
機
会
の
拡
大
の
た
め
の
支
援
を
、
宗
教
、

皮
膚
の
色
、
信
条
に
基
づ
い
た
偏
見
を
な
く
す
こ
と
を
、
そ
し
て
、
女
性
の
自
由
と
平

等
を
守
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
暴
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
本
と
ペ
ン
を
手
に
取

ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
最
強
の
武
器
。『
一
人
の
子
ど
も
、
一
人
の
教
師
、
一
冊
の
本
、

そ
し
て
一
本
の
ペ
ン
、
そ
れ
で
世
界
を
変
え
ら
れ
ま
す
。
教
育
こ
そ
が
た
だ
一
つ
の
解

決
策
で
す
。』」

　

マ
ラ
ラ
さ
ん
が
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
紛
争
地
域
で
犠
牲
に
な
る
子
ど
も
た
ち
は
、

今
も
数
多
く
い
ま
す
。
地
雷
に
よ
っ
て
負
傷
す
る
子
ど
も
は
毎
日
約
70
人
、
戦
争
に
駆

り
出
さ
れ
る
子
ど
も
の
兵
士
は
約
30
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
や
紛
争
の
な
い
日
本
で
も
、
残
念
な
が
ら
虐
待
や
い
じ
め
な
ど
事
件
に
巻
き
込

ま
れ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日
の
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
奪
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。」
子
ど
も
た
ち
が
、
人
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
大
人
が
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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番組表

  まちの話題 
 　　　　　　　ホットニュース 

 企画番組Ａ  お知らせ（静止画）
  お天気カメラ 

  ストレッチ／タオル体操 
  お知らせ（音声付静止画） 

  まちの話題 
 ホットニュース　

 企画番組Ａ  お知らせ（静止画）
  お知らせ（静止画） 

  サイエンスチャンネル　A 
  お天気カメラ 

  まちの話題 
  ホットニュース 

 企画番組Ａ  お知らせ（静止画）
  お知らせ（音声付き静止画） 

  タオル体操＆筋トレ 
  サイエンスチャンネル　B 

  お知らせ（静止画） 
  サイエンスチャンネル　A 

  お知らせ（静止画） 
  お知らせ（音声付き静止画） 

  お知らせ（静止画） 
  

  まちの話題 
  ホットニュース 

 企画番組Ａ  お知らせ（静止画）
  サイエンスチャンネル　B 

  ピカピカはみがきのうた 
  メタボ撃退エクササイズ 

お知らせ（静止画）
  ホットニュース 

 企画番組Ａ  お知らせ（静止画）
  まちの話題 

  お知らせ（静止画） 

問自主放送スタジオ　（☎ 82・2497）
※�番組内容及び、放送時間は予告なく変更される場合があります。
ご了承ください。

番組内容 1 日〜 10 日 11 日〜 20 日 21 日〜末日

ホット
ニュース

○第２回宇陀市英語ス
ピーチコンテスト
○室生こども園幼小交流会
「室生東小学校秋祭り」

○毛皮革フェア　IN
　UTANO
○宇陀市選奨式

○能とふれあう　菟田野
中学生
○中学生人権作文表彰式
と人権を考えるつどい

企画番組Ａ ○健幸都市ウェルネス
　シティ宇陀市（第8回） − −

野菜たっぷり
クッキング − − 鶏肉のトマト煮、色々野菜

のグリル

まちの話題
○第 10 回菩薩と歩む
夢行道
○宇陀の秋まつり -Ⅱ　
2014榛原秋祭り

○秋まつり-Ⅲ　室生大野
「海神社」例祭　○Ⅳ　室
生三本松「海神社」例祭　
○Ⅴ　榛原高井「伊豆神社」
例祭

○メディアネット宇陀「ま
ちの話題」番組振り返
り

サイエンスA ザ・メイキング：筆（書道用）
私の未来カタログ：杜氏

ザ・メイキング：ちくわ
私の未来カタログ：気象予報士

ザ・メイキング：焼き海苔
私の未来カタログ：花き研究者

サイエンス B 超時空忍者シノバスター：
シノバスター見参

超時空忍者シノバスター：
二人の敏太郎

超時空忍者シノバスター：
狙われた仲間！

はみがきのうた 菟田野保育所 大宇陀幼児園 榛原北保育園

※�特別番組、野菜たっぷりクッキングは、ホットニュース終了後に続けて放送します。
続けて放送します。
※11月に放送予定していた企画番組A（ウェルネスシティ宇陀市　第８回）は、都合によ　
　り12月1日から放送することになりました。

うだチャン 11ch で
11 月放映したレシピです。

鮭のふんわりコロッケ
（4 人分）

［材料］生鮭皮なし切り身…4切れ、はんぺん…2枚、玉ねぎ…1/2 個、酒
…大さじ 2、塩…少々、こしょう…少々、小麦粉…適量、卵…1個、パ
ン粉…適量、揚げ油、ミニトマト…8個、レタス…適量

［作り方］
➊玉ねぎはみじん切りにする。鮭は小骨があれば取り除き、包丁で刻ん
でミンチ状にしておく。
➋はんぺんをポリ袋に入れて袋の上からもんで粗くつぶし、鮭を加えて
さらにもむ。
➌ボールに➋を入れて、玉ねぎ、酒、塩、こしょうを加えて混ぜ合わせ
る。全体がなじんだら 8等分にし、平らな円形に整え、小麦粉、溶き卵、
パン粉をつける。
➍油を熱し、中温で揚げる
➎揚がったら器に盛り、ミニトマトと一口大にちぎったレタスを添える。

　

現
存
す
る
日
本
最
古
の
和
歌
集

で
あ
り
「
日
本
の
宝
」
と
し
て
世
界

中
で
知
ら
れ
て
い
る
万
葉
集
。
▼
宇

陀
の
地
で
詠
ま
れ
た
歌
は
い
く
つ

も
あ
り
、
市
内
に
は
16
基
の
万
葉

歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
女

優
で
N
H
K
番
組
「
日
め
く
り
万

葉
集
」
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
壇
ふ
み
さ

ん
は
、
こ
の
番
組
が
き
っ
か
け
で
天

皇
皇
后
両
陛
下
に
皇
居
に
招
か
れ

た
際
、
両
陛
下
に
好
き
な
歌
を
お

尋
ね
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
天
皇
陛
下

は
少
し
考
え
た
後
、
柿
本
人
麻
呂

の
一
首
『「
東
の
野
に
炎
（
か
ぎ
ろ

ひ
）
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ

ば
月
か
た
ぶ
き
ぬ
』
を
挙
げ
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
▼
旧
暦
の
11
月
17

日
に
は
、
こ
の
歌
に
ち
な
ん
だ
催
し

『
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
（
P�

27
参
照
）。
▼
万
葉
人

へ
の
浪
漫
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

こ
の
奇
跡
的
な
自
然
現
象
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

平成 26 年 11 月 1 日現在
※（　）内は前月比

総　数 33,056人　（-57）
男 15,765人���（-24）
女 17,291人���（-33）

世帯数 13,166世帯���（3）

「さつま芋と刻み昆布の煮物」は、ホームページをご覧ください。

臨時福祉給付金

宇陀市  食育推進
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行

ウェルネスシティ宇陀市健康づくり計画
平成26年度　歯・口の健康に関するポスター入賞作品を発表

藤川裕樹さん
（菟田野中3）

阪本崚さん
（榛原中3）

海出彩菜さん
（榛原中3）

　市では、計画の行動目標「毎食後の歯みがき」を達成するため、今年度も小中学校
から啓発ポスターを募集しました。応募いただいたみなさんありがとうございまし
た！なお、同時に募集した標語の入賞作品についてはＰ 22をご覧ください。

海出悠平さん
（榛原小6）

高見希羽さん
（大宇陀小6）

森田竜翔さん
（榛原西小3）

津村怜那さん
（榛原小6）

岩元愛美さん
（榛原小3）

福田愛莉さん
（榛原東小3）

最優秀賞

優秀賞優秀賞最優秀賞

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

小学校

（高学
年の部

）

中学校
の部

小学校

（低学
年の部

）

　

１
５
０
年
以
上
の
伝
統
行
事
「
火
祭
り
」
で
知
ら
れ
る
田
原
菅
原
神
社
。

こ
の
祭
り
は
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
と
し
て
、
毎
年
10
月
第
4
日
曜

日
の
夜
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
集
落
の
上
と
下
の
当
屋
で
こ
し
ら
え
た
長
さ
約
7
ｍ
の
竹
製
の

大
松
明
を
、地
区
の
若
者
が
担
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
当
屋
を
出
発
。「
ヨ
イ
ト
、

カ
イ
ト
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
神
社
ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
神
社
の
参
道

下
で
二
本
の
大
松
明
が
出
会
う
と
、
上
・
下
の
順
で
参
道
の
急
峻
な
石
段

を
一
気
に
駆
け
上
が
り
ま
す
。こ
の
大
松
明
奉
納
は「
燈
登
り（
ト
ノ
ボ
リ
）」

と
呼
ば
れ
、
奉
納
さ
れ
た
大
松
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
殿
前
の
左
右
に
立
て

ら
れ
、
祭
り
が
終
わ
る
ま
で
灯
し
続
け
ら
れ
ま
す
。

田
原
菅
原
神
社
火
祭
り
　（
大
宇
陀
田
原
）　

田原菅原神社

至 吉野

至 大宇陀
　 上片岡

大宇陀
栗野

至 大宇陀

370


	01裏表紙
	02特集
	03トピックス
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